А 空中 給油 を 受け る た め , KC-135A ス トラ トタン カー 後 下方 の プレ コン 
フラ イン グ ・ プ ー ム に 接近 する F-|IIA の 開発 試験 機 。 RARE 300kt を : 
TRALI bent аера に 設け ら 
開い て いる 。 F-Il は, 
容量 は 5,090.9US.Gal 
DIT, 機体 は まだ ラ 
BREUFHLRSTEN, 
いる の が わか る 


Y AN/ALO-87(V)EG 
ФЕ 


2 К 2 本 と 20mm AHEM LCST ES АЈ 
INA, FINE, ベト ナム 戦争 で は も っ ぱら 全 天 條 下 

その 結果 は 他 の 機種 が 行なっ た 健 間 爆撃 に も 匹敵 す 
また F-111A の 優れ た 航続 性 能 と 充実 し た ЕСМ 装備 
な どの 支援 を 一 切 必要 と せ ず 。 タ クリ か ら 北 ベト 
GHD | COON Oi TT & HR CP > TOIT TE れ だ け の 能力 を 持つ 
CEJ EU も TAC が 保有 する 「 戦 略 爆 撃 機 」 と 呼ぶ べき か も 知れ な い 
(Photo-General Dynamics) 


め ら れ て で て おり 


EE 


—. ae. 
MS самту SLOT WOS 
JE—OMERAHATRNS 
・ ビ ー ム 機構 に ヒン ジ 上 上 
ジュ ー ル 式 の 乗員 
6 ES 
a, 大 型 の リカ バリ ー +) に 生還 する 。 こ の よう な 
RAN EMR 4B 
-| ж 6 脱出 モジ ュー ル は 当分 
ФМ, F- cial USAF) 


2 名 の 乗員 は コク ビ 
で モジ ュー ル ご 


(P.8) Е-111А(65-5706) DRITE 
TERROR (+. を 大 き 
くす る と 胴体 上 部 の スペ ー ス に 引込 
まれ る が , RRALLE TA 
ETERON ABMS SIH, BO 
SDRAM NEL OR 
込み , EWRRE LoD к (А. 
む 。 写真 で は その 部 分 が 白色 で , 
詳細 が よく わか る が 。 この ウイ ング 
・ シ ー ル は 高 高 席 に お ける 低温 条件 
で も , ЖОЕ % t: b #; 
AGA NA ATL 
な お 写真 で 県 く 
BL AB MOE A 
7 イン は 、 全 強化 プラ スチ ッ ク 製 で 
(Photo-Ge 


sral Dyna 


ァ ン パ 


WWW E kD D 
ー ス トラ リア 空軍 No82(B) ウ イン グ 
ФЕ -111С(А8-126 /67-126) „АВ 
1261, М во 
ンド スク タク リー ン お よび キャ ノビ ピー の 
透明 部 ー ト を 使用 し 
て いる 。 低 空 を 商 速 で 飛行 する F-| | 
{ск эт fh NEE RT 
ある た め 。 米 空軍 も 
ト 製 風防 の 効果 6 
ー ス トラ リア 空軍 (RAAF) と 米 空軍 


共同 験 が 行なわ れ て いる 。RAAF 
(£ FIII を 装備 する 礁 一 の 外国 空軍 


だ が , ADRIEN ORURE TOMI 
ML, 19634810 TAME REL T 
LA, BABA TIZI 45 ж 
成 後 も , 
で いな 


香 し た た めで , RAAF (は F-I11C 配 備 
まで の 穴埋め に 1970 年 9 月 か ら 1973 
年 6 月 まで の 的 3 № 
F гам) 


KC-135A か ら 空中 給油 を 受け る F 日 -111A の 原型 (63-9783) 。 計 6 本 の 600 US. 
Gal 落下 増 槽 を 取付 け て いる が 。 外側 (2 番 お よび 7 番 ス テー ショ ン ) の バイ 
ロン は 。 写真 の よう に 後退 衣 26( の と き 正面 に 向く よう 固定 され て お り , これ を 
使用 する 場合 , 後退 角 は 16 一 26' の 間 に 限 定 され る 。 異 下面 の ほか , ウエ ポン ・ 
ベイ に も 269.2US.Gal.( 左 ) と 293.1US.Gal.( 右 ) の 増 槽 を 入れ る こと が で き , 要 
内 の 5052.6US.Gal. と 合わ せる と , 最大 9280.7US.Gal. の 有効 燃料 搭載 量 と な る 
戦術 爆撃 機 B-66B が せい ぜ い 機 内 に 4,487US.Gal.。 増 構 2 本 を 加え て も 5,387 
US.Gal. で あっ た の と 比較 する と , ОМИЙ Онаи 
うべ きか も し れ な い 。 ち な み に 6 発 の B-47 は 。 増 槽 な し で 9,273US.Gal. の 燃料 
MM AH TUK, F/FB-I の 侵攻 能力 は ベネ トレ ーション ・ エ イド と 呼 
ば れる 強力 な アク ティ ブ ECM に よっ て 支え られ て いる が , これ に 電力 を 供給 す 
る の は 2 基 の 60KVA 発 電機 で F-104 の 20KVA2 基 , F-4 後 期 型 の 30KVA2 茶 と 
比較 する と いか に 強力 か が 推 突 で きる 。 (Photo-General Dynamics) 
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ROORAIZR MaRS ie 


ドー-111 の 構造 と シス テム 


N 


は じ め に 


下 -111 が , も と も と 米 空 ・ 海 軍 と 
海兵 隊 で 共用 で きる 197( 年 代 前 半 の 
主力 多用 途 戦 闘 機 と し て 開発 され な 
Mb, その 後 」, い ろ い ろ の 経 線 を へ 
T, 海軍 と 海兵 隊 に は 採用 きれ ず , 
現在 米 空軍 と オー スト ラリ ア 空 軍 で 
SoSH SVT SEE 
で ある こと は , ここ で あら た め て い 
うま で も ある まい 。 

F-111 誕 生 の 背景 に は 。 米国 の み 
な ら ず 西側 世界 全休 で, ШИСИ 
PBN AMC о LEA ASK 
THC Le & WS A 
それ を 反映 し て , ARREDI 
機 と し て は 世界 で も 最も 重量 級 に 局 
する 。 

一 方 , 技術 的 に 見 れ ば , 海面 上 か 
EREKTAULTONENE, を 
し て 実現 は し な か っ た が , 航空 母艦 
DORM MO ABO MMO (EM E 
いう , 前 例 を 見 な い 極端 に 広い 飛行 
TEMERE EADE, Ж 
ROTERLSHRERMMELT 
本 格 的 に 採用 し た 世界 最初 の 機体 だ 
と いう 事実 が ある 。 

O TERUG O BURKE О de 
> 水平 尾翼 を 左右 別々 に 動く こと 
の 可能 な 差 動 式 と し た , いわ ゆる ロ 
ー リ ング ・ テ イル の 実用 も また 世界 


最初 で ある けれ ども , さら に 戦闘 接 
の よう た 運動 の 滋 し い 小型 の 機体 
1с, 燃料 消費 の 上 で 断然 有利 な が ら 
直径 が 大 きく , 空気 取 入 口 の 技術 に 
た いそ う 困 難 な 点 の あっ た ター ポ フ 
テン ・ エ ンジ ン を 実用 し た と いう の 
も 世界 最初 で ある 。 

装備 の 上 で は また , 地形 追従 レー 
ダ 方 式 自 動 操縦 機構 を 実用 し た こと と 
で も 世界 最初 で も る 。 そ れ に これ は 
別項 で 紹介 きれ て いる が , 乗員 2 名 
が コク ビット に と じ 込 め ら れ た まま 
で 機体 か ら 切 り 離 され, AUT 
で 生還 する と いう , モジ ュー ル 方 式 
の 脱出 装置 を 採用 し た の も , Am 
世界 最初 で あ 

COLI 
の きわ め て 生 犬 な 「 世 界 最初 の 実用 」 
と いう 条項 が 多く , 技術 面 で の 俺 大 
な 開拓 風 の 1 人 と いう 側面 が 存する 
OCHS. COT, 以下 に は そう し 
た 署 点 を 電 点 と し て , AMADA 
紹介 し て 行こ う 。 


1. 乗員 配置 


F-111I に は , MARIA E LTE 
用 され て いる F B-111 な ども 含め る 
と 数 竹 の 型 が ある が , それ ら 全 部 を 
通じ て 乗員 は 2 名 で あり , その 配置 
は , ツ 連 の フェ ン サ ー を 除い て は 最 
近 の 新型 機 で は 見 られ な く な っ た 並 


列 複 應 (サイド ・ バ パイ ・ サ イド ) の 
方 式 と な っ て いる 。 

これ ら 2 名 の 乗員 で は 。 左 に 位置 
する の が ACCAireraft Commander) 
T, 機長 と し て 飛行 に 全 資 任 を 持つ 
が , また 与え られ た 任務 の 完遂 に 全 
力 を つく し, 操縦 に 専念 し , か つ 攻 
撃 操作 を 行なう の が その 役目 で あ 
る 。 右 席 に 下る の は WSO(Weapons 
System Officer) と いい , TORE 
SAM E JU AFCA, AF 
に に スロットル ・ レ パー が 備え られ で 
いる けれ ども , TORINI, D 
ず し も パイ ロッ ト で ある と と を 環 し 
な い 。 

WSO の 役目 は まず 作戦 任務 行動 
оле), それ が 命令 どおり 忠 
実に 逆行 きれ て いる か どう か を 常に 
注視 し , AC に アド バイス す る こと 
で ある 。 常 に 機 位 を 測定 し つつ 正 し 
い 航 法 を 行なわ せる よう に する の も 
彼 の 均 任 で ある が , また 飛行 中 の エ 
ンジ ン や 諸 装 備 機 器 の 作動 状況 を モ 
ター し , も し も 誤 作 動 や 不具 合 が 
生じ た な ら ば , その 矯正 や 対策 を 考 
REOSWOMETS 5, 

そし て TFR (地形 追 徒 レ ー ダ 自 
動 損 終 機構 ) に よる 地形 追従 行動 に 
移っ た な ら ば , 万 が 一 に も 危険 な 状 
態 に お ちい る と と の な いよ う , MO 
運動 と 地表 面 と の 距離 (高度 ) と を 
監視 し 続け る の も 彼 の 役目 と な る 。 
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1. チ ェ ッ クリ スト 入れ 
2. 座席 調節 スイ ッ チ 
3. ひ じ 当 て 
4. SWE SEBS L264 — b 
5. ÈRARAZENY ЕЛ, 
СЕЗ ре АРАА 
ロッ クア ウト ・ コ ント ロー ル 
7. ス ポイ ラ ・ リ セッ ト ・ ボ タン 
8. 地上 用 スポ イラ ・ ス イッ チ 


9. 地 図 入れ 
10. 射出 装置 安全 ピン 入れ 


© 


要する に WSO は , АС 20516 
し 過ぎ て 常に 万 全 の 注意 の 行き わた 
りか ね る パイ ロッ ト の , 2 BH 
と 神経 を お ぎ な っ て 万 全 の も の と す 
る 存在 で あり , AC と 一 心 同 体 に な 
っ て それ を 助け お ぎ な う 女 房 役 な の 
で ある 。 よ ほど の 状況 に お ちい らち た 
WIRD, 原則 と し て 彼 は 操縦 は し な 
We し た が っ て WSO ЖОЮШ 
は , AC 席 の よう に 作り つけ に は な 
っ て い ず , 必要 な いか , ある い は あ 
っ て は むし ろ 有 害 と 考え られ る よう 
な 場合 に そなえ て , 着脱 式 に な っ て 
いる 。 


2. 機体 全般 


St, FF-111 に つい て の 要 目 を あ 
げ る と , まず 機 首 の ピトー 管 を 合 め 
て の 全長 は 75ft 6.5 jn, 全高 は 垂直 
REMOTAS 1.4 in で ある 。 
全幅 で は , AO AUN TIER, 
最大 で 72.5 度 まで の 間 で 後退 角 が 可 
変 式 で ある の で , 最小 後退 角 の 場合 
63ft。 最大 後退 角 の 場合 32ft と な る 。 

重量 は 任務 や 搭載 物件 に よっ て 大 
幅 に 変動 する こと は も ちろ ん で ある 
が , FAME の 標準 的 重量 は 一 応 
48,7007》 と 定め られ て いる 。 この 
中 iC は 乗員 2 名 (43010), エン ジン 
作動 油 (60 16), 抜き 取り 不能 燃料 
(29210), 冷却 水 (22916), 酸素 (25 
10), Ma (1,1001) な ど が 含ま 
れ て いる が , また 前 脚 収 納 部 の 中 に 
取付 けち れ て いる パラ ンス 用 の バラ 
スト (200) 重量 も 入っ て いる の 
で ある 。 

エン ジン は プラ ッ ト ・ ア ンド ・ ホ 
イッ トニ ー 製 の , TF30 ア フタ ペー 
ナチ 付き 16 段 還流 コン プレ ッ サ の ター 
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ボ フ ァ ン ・ ニ ンジ ン を 左右 2 基 装 備 
し て お り , この エン ジン は 地上 静止 
最大 推力 が 10.000》 級 の も の で , 7 
79 4— => y RCS, 000 RD 
推力 を 発生 する 。 

た お 左 の LBL YY YORKER 
の スタ ー タ ー・ カ ー ト リッ ジ が 装備 
され て いる が , 右 エ ンジ ン に は これ 
が ない 。 普 授 は 地上 で 始動 用 カー ト 
を 用 いて の スタ ー ト を 行なう が , Ж 
ky どちら か 一 方 の エン ジン が まわ 
っ て さそ いれ ば , 残る も うろ 片方 の ェ エ 
ンジ ン は それ か ら の 抽 気 で スタ ー ト 
させ る こと と が で きる 。 


3. FRRBR 


次 に 各部 の 構造 や 作動 機能 に 移る 
と , 何と 言っ て も 本 機 で 最も 眼 を ひ 
く の は 可変 後退 渡 で ある か ら , この 
機構 か ら 始 め よう 。 

本 機 の 後退 角 可 変 範囲 が 最小 16 度 
か ら 最 大 72.5 度 まで の 間 で ある こと 
は 既 述 し た が , сот ан 
より も まず 飛行 速度 > つい で 作用 し 
て くる G や 飛行 高度 な ど に 応じ て , 
常に 最適 の 翼 平 面 形 や 揚 抗 比 と な し 
得る よう に する た め の も の で ある こ 
と は 言う まで も な い 。 

た だ これ は , 実用 機 で は 世界 最初 
の 試み と し て , 本 機 よ り ず っ と 後に 
出現 し た 下 -14 の よう に , あら か じ 
め プ ログ ラム され た 方式 に よっ て 自 
動 的 に 後退 入 が 変更 され る よう な 機 
Mich, さす が に な っ て いな い 。 

AC す な わ ち 左 席 の パイ ロッ ト が 
速度 や 高度 > G に 応じ て , 技術 指令 
0.0.) に 記載 され て いる と お り 
O®BAOEK, ASOF CHET 
る と いう いわ 上 る マニ ュ アル (衝動) 


変更 方 式 に な っ て いる の で ある 。 
後退 角 変 更 操作 は , AC 席 の スロ 
ッ ト ル ・ レ バー より や や 前 上 方 の , 
BRENELEHBNTWEERR 
イー プ ・ ハ ヘン ドル に よっ て 行なう 。 
こと の ハン ドル を 前 方 に 動か を ば 後退 
角 は 減少 し , 後方 に 引け ば 後退 角 は 
増大 する 。16 度 か ら 72.8 度 に いた る 
HO, 任意 の 角度 に この よう に し て 
セッ ト で きる の で ある 。 た だ し ,。 C 
の 間 の 後退 角 26.5 度 の と ころ に 1 + 
所 だ け ゲ イト が 設け て ある 。 

こと れ は スイ ー プ ・ ハ ンド ル 直 上 に 
設け られ た 指標 に よっ て 示さ れ て い 
る の で ある が , F-111 で は , BEB 
後退 角 最 小 か , さも な く て も 極力 後 
BANE < UHRA ORRAT 
ある 。 この 場合 , スラ ッ ト や フラ ッ 
プ は 下げ て 使わ れ て いる の が 通常 で 
ある か ら , AC が 後退 角 を 増 そう と 
し て スイ ー プ ・ ハ ンド ル を 操作 する 
際 I に 。 ス ラッ ト や フラ ッ プ 下げ の ま 
まだ と , この 26.5 度 の ゲイ ト に 達し 
た と き に は 一 旦 ロッ ク さ れ , スラ ッ 
ト , フラ ッ プ と も 完全 上 げ の 位置 に 
まで 戻さ きた いこ と に は , これ 以上 後 
退 角 を 増す よう な 操作 は で き な い よ 
うに な っ て いる の で ある 。 

スラ ッ ト , フラ ッ プ と も に UP の 
位置 に ロッ ク さ れる と , これ 以上 の 
角度 に 増す 操作 が 可能 と な る 。 反対 
に 大 後退 角 か ら 朋 を 前 進 させ て 行く 
съ, この 26.5 度 の ゲイ ト に 達 す 
る まで は , スラ ッ ト る も フラップ も ロ 
ッ ク さ れ て いて 使え な い 。 こ の グイ 
ト を 過ぎ る と ロッ ク が 解除 され , = 
れ ら を 下げ て 使え る よう に な る 。 

た なお, COPMOLRAB NAY 
の 下面 に は 、 左右 各 2 ヵ所 の パイ ロ 
ン が 設け られ て いて , 爆弾 を は じ め 
と する 各種 の 兵 装 や 燃料 増 醒 が 取付 
けら れる よう に な っ て いる が , これ 
ち は 主 談 の 中 央 ポッ クス に 一 端 が 止 
め あら ち れ た リン ク に 連動 せしめ られ 。 
1 点 ビ ボー を 中 心 に 回 転 する よう に 
な っ て お り , 後退 角 の 大 小 如 何 に か 
か わら ず , МЕОИ 
と 正しく 平行 を 保つ 機構 で ちる 。 

ROENEH, 22 > # AR, B 
度 設 計 等 の 見 地 か ら す れ ば , パイロ 
ン は で きる だ け 外 方 Ray) ic 
位置 を 分 散 し , 問 を 苑 し て 設け る の 


が 得策 で ある が , ARDOLSIERT 
пуно НИС СУС 
連動 させ て いる の は 良い 方 法 と 言う 
べく , ERA CERATI 
シャ クシ ャ に 密接 させ て 設け て ある 
ツ 連 の VG 機 方 式 よ り も , 技術 的 に 
は 一 段 進ん だ や り 方 と 言え よう 。 

СОЙОТ НИК, スラ 
ッ ト , フラ ッ プ , パイ ロン の ほか に 
$, スポ イラ と , そし て 回 転 グロ ー 
プ が 設け られ で いる 。 ス ポイ ラ は 補 
助 現 の 設け られ て いな い 本 機 に お い 
T, 小 後退 角 時 (45 度 以下 47 度 で 
全 ス ポイ ラ は ロッ クア ッ プ ) の 場合 
K 横 操縦 を 行なう た め の も の で ある 
が (KUBANDA, 水平 尾 
現 の ロー リン グ ・ テ イル 機能 に よ 
2), この スポ イラ は また , 着 陸 時 の 
地上 滑走 で エア プレ ー キ と し て も 用 
いら れ て いる 。 

また 回 転 グ ロー プ と いう の は ば 。 片 
翼 4 片 に 分 割 さ れ た スラ ッ ト の , Ж 
内 側 の も の の 内 側 敵 と , 同体 側面 と 
の 間 の 整形 を 自動 的 に 行なう 巧妙 な 
仕掛 け の も の で , 後退 角 の 変化 と ス 
ラッ ト の ON 状態 に 応じ て 自動 的 に 
EEL, 隙間 を 生じ な いよ うに な っ 
て いる 。 ち た なみ に と この 回 転 グ ロープ 
it, 後 の F-14 THRO PIAL 
定性 に 資す る た め の , Zu—7 < 
ー ン に と 発 戻し た も の な の で ある 。 


4. 尾翼 と 操縦 系 統 


次 I に 尾翼 に 移る と , これ は 全 動 式 
T, か つ 左 右 差 動 式 に な っ た 水平 尾 
RL, そし て た いそ クア スペ クト 比 
олуја, その 後 緑 に 
設け られ た 方 向 能 か ら 成 り 立っ て い 
る 。 

ピッ チ ・ コ ント ロー ル は 水平 尾 腕 
の 左右 対称 の 動き まで , ロー ル の コ 
ント ロー ル は , を の 左右 非対称 の 動 
き で (た だ し 大 後退 角 時 ), また ヨ 
ー の コン トロ ー ル は 方 向 能 で それ 
ぞ れ 行なわ れる こと と は 言う まで も な 
vi, それ ぞ れ に ダン バ 機 構 と , E 
FUERO EDO El, EL CAER 

(DICE) 用 の スプ リン グ 機 樽 と 
が 組み 込ま れ た 操縦 系 続 に よっ て 操 
作 き れる よう に な っ て いち 。 

その 各 系 統 の ダイ ャ グラ ム を 図示 


前 脚 リフ ト ・ オ フ 直 後 の 474TFW の F-111A 


し て いる よう な 余裕 が な い の は 残念 
で ある が , 後述 する TFR に よる 自 
動 地 形 追従 行動 な ど 。 オー トバ イロ 
ッ ト 換 能 の 活用 され る 機会 や 時 間 が 
従来 の 機体 より ずっ と 多く な っ た こ 
の F-111 で は , HEP TORERE 
の ォ ー バ イ と の マッ チン グ が 万 全 で 
ある よう , 実に 入念 に 考え られ て 設 
計 さ れ て いて , し か る 系 統 間 の ミキ 
シン グ や , 系 続 の リ ダ ン ダ ン シ ィ も 
十分 に 考慮 され て いる 。 

その 上 , シス テム と し て 過度 に 編 
そう し な いよ う よ く 整頓 され た 配置 
記 な っ て いて , ジス テム 中 に そう 入 
され て いる 自動 点検 機構 の 類 も 申し 
分 な い 。 要 する に 本 機 の 各 能 や 操縦 
系 統 は すこ ぶる 進歩 し た , ア カ ぬ け 
し た も の で ,1970 年 代 後 半 の 最新 鋭 
MALE<TIRE AEB 
YF-16 で 初め て 実用 され た コン ビュ 
ー タ 入り フラ イ ・ バ イ ・ ワ イヤ ・ ど ジ 
ステ ム を 除く な ら ば , WROTE 
系 続 と し て は 明らか に ひと つの 世代 
で の 技術 的 に 完成 され た 形 の も の と 
言い 得る 。 

ちょ っ と 眼 を ひく の は , 横 操縦 で 
PRMOMMEING 1 ヵ所 デタント が 
設け て ある こと と , ヨー・ コ ント ロ 
ー ル で , ベ ダル に シェ ー カ ー が 入れ 
られ て いる こと で ある 。 MON 
動き は 士 8 度 に スト ッ パ が 設け て あ 
b, MOMS (WN) は 初動 で 上 2 
b, フル 操作 で ЗЬ 程度 に な る よ 
5, MAT I YT RRS OTF 
ム き れ て いる が , TOMOMS IN 
続 的 に 変化 する の で な く , フル 操作 
まで の ちょ うど と なかば, 半量 操作 の 


と ころ で , — 1с 8) ば か り は ね 上 
が る よう に な っ て いる 。 

と の デタント と いい , ペダ ル の ジ 
ェ ー カ ー 機 構 と いい , 開発 中 の テス 
ト ・ パ イロ ッ ト の 意見 を 入れ て 追加 
が な され た も の な の で あろ う 。 


5 エン ジン 


次 に は TF30 の エン ジン まわ り で 
ある が , まず エン ジン 本 体 で は , п 
ンプ レッ サ は 前 部 の 低圧 9 段 と 後部 
の 高圧 7 段 か ら 成り , 低圧 中 の 前 3 
段 が ファ ン で ある 。 

次 に 円 局 8 分 割 の カニ ュ ラ 型 燃焼 
ZET, ター ビン は 高圧 駆動 用 の 
1 段 と , 低圧 駆動 用 3 段 の 計 4 段 か 
ち 成 っ て いる 。 そ の また 後方 は アフ 
タバ ー ナ で ある が , その 作動 は スロ 
ッ ト ル ・ レ バー を フル の ミリ タリ 位 
革 か ら さ ら に 前 へ と 押し 込む と 。 A 
/B 用 燃料 喧 射 の スカ ー ト が 開い て , 
第 4 段 クー ビン 直後 I に A/B ROM 
料 空気 流 が 成立 する が それ I 点 火 す 
る に は , 4 番 燃焼 密 で それ と 同時 I に 
A/B 点火 用 燃料 弄 が 開き , TOK 
焼 室 だ け に 局所 的 な 濃 混 合 比 を 作 
る 。 こ れ が 燃焼 室内 の 燃焼 ガス で 点 
KEN, TOMBE BIBRA 
が 噴出 する 。 

これ が 4 段 タ ー ビ ン 直後 まで 伸び , 
そこ で A/B 混合 気 に 点火 し て , E 
と に ゾー ン 1 の アフ タバ ー ニ ング が 
成立 する の で ある 。 

エン ジン の エア イン テー ク は , 左 
жЕ ЕКШШ TERN 
る コー ナー に , 4901 円形 を な し 
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テス ト ・ バ ター ン 


ТРЕКЕ 


TFR ス コー プ ・ バ ネル と その 表示 


て 開口 し て いる 。 胴体 側面 側 と に は 
境界 層 分 離 板 が 設け られ て いて 。 Y 
ロー プ や 機 首部 で くたびれ た 境界 層 
を 除く よう に し て いる 。 

イン テー ク 内 に 設け られ た 可動 式 
の スペ イク は 。 飛行 速度 全域 を 通じ 
て エン ジン に 常に 最良 の 性 能 機能 を 
発 押さ せる よう IC す る た め の も の で 
ある が , この スパ イク は 断面 が や は 
b 4 分 の 1 円 形 を な し た 円 鑑 体 で, 
可変 直径 式 に な っ て お お り , 全体 と し 
て 前 後に 動く と と に よっ て , エア イ 
シン テ ー ク の 内 部 形状 を 最適 の も の に 
変え られ る よう に な っ て いる 。 

た だ し , こと の スバ イク の 操作 は A 
C 席 で は で きず , WS O 席 の み に 設 
けら れ て いる スイ ッ チ で 行なう よう 
に な っ て いる 。 ま た , エン ジン の ス 
ター ト も WS O 席 で 行なう 。 

その ほか , 4 分 の 1 円 形 の ナセル 
外面 な は 自由 遊動 式 の ブ プロー イン ・ 
ドア が 設け られ て お り , 地上 や 低速 
飛行 時 に は これ が 自動 的 に 開い て 過 
剰 空気 を 吸入 , エン ジン に 供給 する 
よう I に な っ て いる 。 

も う ひ と つ F-111 の 空気 取 入 口 付 
近 に は 興味 を 引く 装備 が 施し て あぁ 
る 。 そ れ は 地上 で の エン ジン へ の 異 
物 吸 入 を 防止 する た め の , ポー テッ 
クス ・ デ スト ロイ ヤー と 称す る 一 種 
の 空気 スク リー ン 装 置 で ある 。 地 上 
TORMEAREO DO = y HICE 
っ て も 頭 の 痛い 問題 で は ある が , I 
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と に F-111 で は ェ ア イ ン テ ー ク が 主 
翼 下 面 の 地表 近く に 開口 し て お り , 
し か も エン ジン は 前 面 直径 の 大 きい 
ファ ン ・ エ ンジ ン で ある 。 

そこ で 予想 きれ る 地上 で の 異物 破 
入 を 絶対 な くす よう に し よう と いう 
TET, 特に 設け られ た の が この ポ 
ー テ ックス ・ デ スト ロイ ヤー で あ 
る 。 こ れ ほ エン ジン か ら 抽 気 さ れ た 
ERM, Fer PRICK bh 
た ジェ ッ ト 孔 を 通じ て 吹き 出す よう 
に し た も の で , この ジェ ッ ト 空 気 に 
よっ て 強力 な 空気 スク リー ン を 形成 
L, ナセル 下面 に 生ずる 泡 に より 地 
表面 か ら 舞 い 上 げ ら れ て くる 異物 を 
この え ク リー ン で 下方 へ は じき 飛ば 
し て し まえ る よう に し て ある 。 

も ちろ ん こん な も の は 空中 で は 不 
要 で ある が , その た め に は また 巧妙 
な 仕掛 けが 主 脚 部 に 施し て あり , 地 
上 で 機体 重量 が 主 脚 に か か っ て いる 
Wik, ボー テッ クス ・ デ スト ロイ ヤ 
ー の スイ ッ チ は ON に な っ て 作動 し 
続け て いる が , 飛行 機 が リフ ト オ フ 
し て 空中 に 浮か び , ECHTEN 
が か か ら な く な っ た と た ん に , そ モ 
の スイ ッ チ が 自動 的 に 切れ る よう に 
な っ て いる 。 


6. TFR と その 機能 


次 は 本 機 の 装備 で ある 。-111 の 
Tacan や Ш5, それ に レー ダ で は 攻 


B/REDY AF Д 
置 , は て は 核兵器 も 合 め た 兵器 選択 
と 使用 の た め の 装置 な ど , いずれ も 
精 震 を きわ め た も の ば か り で あり , 
要 味 深々 た る も の が ある けれ ども 。 
これ らち に つい て は 別 の 稿 で 触れ られ 
て いる の で , ここ で は 割愛 させ て い 
た だ く こ と と し , た だ ひと つ 地形 追 
従 装置 と 。 その 使い 方 の 一 点 だ け に 
絞っ て 採り 上 げ る こと に する 。 

な ぜ な ら , この TFR こそ は 本 機 
が 世界 で 初め て 実用 化し た も の で , 
いわ ば 本 機 の 装備 の 目玉 で あり , € 
の 後 も アメ リカ で は まだ B-1 が 部隊 
装備 段階 に 入っ て いな い 以 上 , TFR 
を 実用 し て いる の は F-111 だ け で あ 
b, それ に ソ連 で も どく 最近 , フェ 
ン サ ー (それ に お そら く バ ッ ク フ ァ 
イア で も ) で よう や く 実 用 期 に 入っ 
た ば か り の も の だ か ら で あ る 。 

F-111E に 装備 され て いる AN/AP 
Q-110 と いう TFR(Terrain Follow- 
ing Radar) は , それ 自 休 で は レー 
装置 の 一 種 で ある が , これ を 使用 
する こと と によって, バイ ロッ ト に 次 
の こと を 可能 に する 。 

(1) 地表 面 と 一 定 の 間隔 (高度 ) 

を 保っ て 飛行 し 続け る こと 

(2) 前 方 の 障害 と な る よう な 地形 
に 対し て , 手前 で 回 避 行動 を と 
る こと 

(3) 高空 か 所望 の 高度 まで の 証 
ВЕТ 

ELT, この レー タ 装 置 と オー ト 
バイ ロッ ト と を 組合 わせ て 使用 する 
な ら ば (AUTO ТЕК mode), Pl 
上 の こと が すべ て パイ ロッ ト の 手 を 
わ ず ら わ す こと なく, 自動 的 に 行 な 
うこ と が で きる 。 

と の 装置 は レー ダ 高 度 計 , 攻撃 レ 
Fs 糧 撃 航法 シス テム , 中 央 エ 
アデ ー タ ・ コ ンピュータ 。 それ に 他 
の 所 要 の 飛行 計器 。 そし て 操縦 装置 
と , これ ら の も の か ら 入 力 を 受け て 
作動 する 。AN/APQ-110 装置 自体 
と し て は , 左右 の アン テ ナ 受 信 機 。 
シン クロ ナイ ザ ・ ト ラン スミ ッ ク 。 
BE. それ に 2 チャ ン ネ ホル の コン ビ ピ 
ュー タ か ら 成 り 立 っ て いる 。 こ の コ 
ンピュータ ・ チ ャ ン ネ ル は , 互 に 他 
と 関係 な く 独立 し て 使用 で きる が , 
その 使い 方 に は 3 種類 の モー ド が あ 


b, この 装置 だ け で 。 

(UTF(terrain following) モー ド 

(QJSIT (situation display) モー ド 

()GM(ground mapping) モー ド 
の 3 種 人 C 使 い 分 ける と と が で きる 。 
さら に また 攻撃 レー ダ と の 組合 わせ 
に よっ て , AGR (Airto-Ground 
Ranging) モー ド と いう 使い 方 も る で 
きる よう に な っ て いる 。 こ れ ら に つ 
いて 簡単 に 組 介 し よう 。 

ル PTFE モー ド 

手動 も あし く は オー パイ に よっ て 。 
あら か じ め 定 あめ られ た 地表 面 か ら の 
距離 を 保ち つつ 飛行 を 続け る も の 
T, いわ ば この 装置 の 表 芸 と いう か 
ТЕК の 機能 に 関し て 最も 広く 知ら 
泊 て いる モー ド で ある 。 この 距離 の 
選択 ト は コントロール ・ パ ネル の テレ 
イン ・ ク リア ラン ス ・ ノ プ に よっ て 
行ない , 200, 300, 400, 500, 750 
お よび 1.000ft の 6 種 の 高度 の い ず 
れ か を 選定 する こと が で きる 。 

手動 の 場合 に は , この 選択 され た 
高度 を 守る に つい て は 。 この 装置 の 
出す 「 上 昇 ]」。「 下 降 」 と いう 信号 が 
飛行 交替 指示 器 (attitude director 
indicator 一 -ADI) 2, リー ド 計 算 
AWF (lead computing 
optical sight——LCOS) と の 両方 
に 表示 され る か らち , と の どちら か を 
参照 し つつ 操縦 すれ ば よい 。 オ ー バ 
イ に つない だ 自動 の 場合 に は , この 
操 (た だ し い 昇 降 能 の み ) が 自動 
的 に 行なわ れる わけ で , パイ ロッ ト 
は 縦 の 操 能 に 関し て は 一 応 手放し で 
よい こと に なる 。 

自動 の 場合 に は , オー パイ が どん 
な 練 達 の パイ ロッ ト も 及ば ぬ ほ ど キ 
ッ チ リ と 所 定 高度 差 を 正しく 守り 続 
け て くれ る が , 手動 の 場合 に は 反応 
の 鈍い パイ ロッ ト I に な る と , 遅れ や 
所 定 高度 と の 誤差 が 生じ て く る も の 
で ある 。 

選択 する 高度 に も よる が , TOL 
うな 場合 に 備え て , より 低い 側 に は 
30 な いし 100ft (選択 高度 が 低い ほど 
この 値 が 小 ), より 高い 側 に は 100 な 
いし 200ft の 許容 で きる ゆとり (トレ 
ラン ス ) が と っ て ある 。 け れ ど も 。 
パイ ロッ ト が ヘタ を し て 所 定 高度 よ 
りう ん と 低く な る よう な 操縦 を し て 
し まっ た 場合 に は 。 実 高度 が 所 定 高 


度 の 68 多 を 割っ た と た ん ,。 装置 は 自 
動 的 に 働い て 急激 な 引 起 こし が 行 な 
われ , 機体 は 急上昇 する よう に し て 
ある 。 

と れ が この 装置 の フラ イア ッ プ と 
味 ば れる 機能 の ひと つ で ある が , I 
の 急 引 起こ し は 68 多 アン ダー カッ ト 
の 場合 , 作用 し て くる G は 3.8G と , 
か な りき つい も の と な る 。 

また この モー ド で は 。 コン トロ ー 
ル ・ ペ ネル 上 の ライ ド ・ コ ント ロー 
ル ・ ノ プ に よっ て , 硬軟 MADR 
心地 の 調整 を 行なう こと が で きる 。 

この ノブ を HARD, MEDIUM, 
SOFT の 3 位置 の いずれ か に セッ ト 
する こと に よっ て , キチ ン キ チン と 
地形 に 追従 し て 行く が ,。 か な りき つ 
い 乗 心地 と な る 方 か 。 それ と も 追従 
は や や ルー ズ だ が , あま り 身体 に こ 
た えな い 乗 心地 の 。 好き な 方 を 選ぶ 
こと が で きる の で ある 。 

装置 の 出す 上 昇降 下 の 指令 に 正 し 
く 従 う 場 合 に 生ずる と 予想 され る G 
の 値 と , 実際 に 飛行 で 生じ て くる G 
の 値 と の 間 の 差 が 。HARD で は 0 
に MEDIUM で は 0.5Gic, そし て 
SOFT で は 0.75G に , それ ぞ れ な 
る よう セッ ト き され て いる 。 

な お と の TF モ ー ド は 。 高空 か ら 
の 盲目 降下 に も 利用 する こと が で き 
So この 場合 オー バイ な らち 問題 な い 
が , 手動 の 場合 で 不 注意 な アン ダー 
シュ ー ト を 行なう と 。 所 定 の 引 起こ 
し レベ ルオ フ 高 度 の 68 多 を 割っ た と 
た ん , や は り 自動 的 な フラ イア ッ プ 
が 行なわ れる 。 

PSTT モ ー ド 

こと れ は TF 行動 を 行なっ て いる と 
き , 突然 前 方 に あら われ た 障 列 物 を 
回 避 す る た め の モ ー ド で , と の 場合 
アン テ ナ 発 振 ビ ー ム は 栓 の 縦 据 れ や 
偏 流 ビ 無関係 な よう に , 常に 水平 面 
内 に 保 た れ , か つ 機 の 地上 航跡 の 前 
方 左右 30 度 ずつ の 範囲 で スキ ャ ン さ 
れる 。 隊列 物 まで の 距 苑 は 5, 10, 
15 マ イル に あら か じ め セ ッ ト で き 。 
スコ ー プ 上 に 表示 され る 。 

機 の 飛行 高度 より 高い 障 王 物 の 場 
ab, も ちろ ん あり 得る わけ だ が 。 
本 モー ド を 用 いれ ば 警報 と し て 十分 
で あり , 心配 は な い 。 た だ し 東京 タ 
ワー の よう た な 人 工 建 造物 と か 地表 


が 雪 に お お われ て いる よう な 場合 に 
対し て は , 本 モー ド の 信頼 性 は 十分 
で な いそ う で ある 。 

GM モー ド 

アン テ ナ の 水平 保持 や スキ ャ ン は 
SIT モー ド と 同様 だ だ, これ は 攻撃 
目標 の 捕捉 発 見 に 用 いら れる 。 目標 
は ペン シル ビー ム で 照射 され , また 
必要 に 応じ て ,。 アン テ ナ は 地平 線 下 
15 謀 まで 下方 に 指向 させ る こと が で 
きる 。 

PAGR モ ー ド 

GM モー ド で 目 模 を 捕捉 し た ら 
TER を 攻撃 レー ダ ・ シ ステ ム と 連 
動き さる こと で, AE Le 
る 。 デ ー タ は 前 記 LCOS 上 に 表示 
ENS. 


7. 操縦 特性 


最後 に ご く 基 本 的 な F-111 の 操 終 
特性 に つい て , Ерис DAH 
CANTE. 

マッ ハズ 0.8 まで の 音速 以下 の 飛行 
で は , 通常 後退 角 は 26 度 か ら 50 度 ぐ 
ちい まで の 範囲 内 の 舘 を 用 いる 。 こ 
ORERL UC F-111E の 安定 
E, BRENAERIDO LIBS 
ある 。 し か し 250kt な いし マッ へ 0.8 
OBERT, 後退 角 を 45 度 以上 に 
し て の ロー ル は な る べく や ら ぬ 方 が 
よい 。 こ の よう な 大 後退 角 で は スポ 
イラ が ロッ ク さ れ て いる の で , BR 
縦 性 が 低下 し て いる か ら で あ る 。 

や お を 得 ず ロー ル を や る 場合 で 
$, 旋回 な ら ベ ンク 角 60 度 以下 , th 
転 な ら 1 回 に と ど め る べき で ある 。 
これ を 起 え る と 横 す べり 量 が 過大 と 
な る 。 

マッ ハ 0.8 な いし 1.1 OBB frase 
は , 後退 角 は 45 度 以上 フル の 72.5 度 
まで の 範囲 を 用 いる の が よい 。 特 に 
高度 20,000 ft 以上 で は 。 後退 角 45 
度 で も 機 昔 を 下げ て 迎 角 を 小さ くす 
WUE, 十分 良好 な 加速 性 を 得る 。 し 
AL, 高度 が と れ よ り 下 が る ほど 同 
し 加速 性 を 得る に は 後退 角 を 増し て 
や らち ね ば なら た い 。 後退 角 が 大 き 
<, スポ イラ は ロッ ク さ れ て いる け 
HES, この 速度 域 で は 迎 角 が 小さ 
い の で ロー ル 特 性 は 長 好 で ある 。 

高度 25,000ft 以上 で は , 音速 に 
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達する 際 に どく わずか 方 向 ト リム の 
乱れ を 感ずる だ け で ある 。 し か し 高 
度 が それ より 下がる に つれ て , この 
方 向 ト リム の 乱れ は し だ い に 大 きく 
な っ て ゆく 。 そし て 10,000 以下 
Tih, と これ は は っ きり と 軽い ダッ チ 
ロー ル の 様相 を 呈し , か つ 軽 い バ フ 
ェ ッ ト を と も な う 。 し た が っ て , こ 
の よう な 佐高 度 域 で は 音速 突破 は 部 
けた 方 が よい 。 終 と 横 の トリ ム は 音 
如 時 に も な ん ら 異 常 を 生じ な い 。 

マッ ハ パ 1.1 以上 の 超 音 速 飛行 は , 
通常 主翼 は フル に 後退 させ て 行 な 
Do LP Lid MRO Mik LEW 
で は , フル の 後退 角 が と れず , 54E 
ぐら いで 飛行 し た けれ ば な ら な い 場 
合 も ある 。 だ が 超 音 遠 用 の 後退 角 と 
UT, F-111E で は 580 度 あたり が 最 
低 限 界 と な っ て いる 。 超 音速 か ら の 
їй, 後退 角 を 減ら すこ と に より 
きわ め て 効果 的 に 行なう こと が で き 
る が , これ と ェ エン ジン 推力 の 低減 と 
を 併用 する な ら ば , 減速 効果 は いっ 
そう いち し じ る し いも の と な る 。 

また 作戦 行動 中 の 減 遠 で 。 い つま 
た 不意 の 加速 を 行なわ ね ば な ら ぬ か 
わか ら な いよ うな 場合 に は 。 エ ンジ 
ン は 絞ら ず , 後退 角 低 下 の み で 減速 
を 行なう よう に すれ ば , 急 加速 が 必 
要 に な っ た と き に じん 遠 に 対処 する 
と と が で きる 。 

超 音 速 全域 を 通じ て 後退 生 の 変更 
は 縦 や 横 の トリ ム に も わずか の 変動 


їз ONE 
単位 : US.Gal. 


PIBES YZ / 1。428.8 
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HRS > 2 /зю.т// 


DABEIITIYMORR 
Tr 


HAMS LUT Fy TEMORE 


Ser 


a 


MA Pa (AOA) 


o 


し か 生 ぞ し あず, 通常 は 飛行 姿勢 の 
わずか な 変動 程度 に し か 感 得 され な 
いで 済ま され て いる よう で ある 。 た 
だ 場合 に よっ て は 若干 の 方 向 不安 定 

(すなわち ダッ チロ ー ル ) が 生ずる 
こと と が ある 。 

G の か か っ て いる 運動 の 間 , 特に 
スラ ッ ト と フラ ッ プ を 使っ て いる 状 
WFC 失速 に お ちい ら な いよ う 
に すべ き で ある 。 こ の た め 実 際 の 失 
速 は 正味 迎 角 25 な いし 28 度 の あたり 
で 生ま ずる の で ある けれ ども , MET 
も っ て 失速 警報 装置 が は た らち き 始 め 
る よう に な っ て いる 。 高度 30, 000ft. 
BET, スラ ッ ト も フラ ッ プ も ロッ 
ク さ れ た 大 後退 入 状 態 で の 急 引 起こ 
ver, 操縦 程 を 大 きく 動か せな い 
よう な こと が ある が 。 こ れ は ビッ チ 
ダン が 働い て いる た めで あっ て 
この 場合 ERP CIA 


0.2 0.4 0. 
マッ パ 数 


0.8 1.0 2, 


め て や る こと で 容易 に リリー フ で き 
る 。 

FF-111E で も 急 引 起 し ゃ 大 迎 角 で 
せ は 当然 パフ ェ ッ ト を 生ずる 。 こ の ベ 
フェ ッ ト 限 界 を 後退 角 別 に 示す と 上 
図 の よう に な る が , これ は パフ ェ ッ 
ト の 始ま り を 50.56 の 値 に 達し た 
と き と 定 義 し た も の で ある 。 た だ し 
と うし て 生ずる バフェット を , 機 の 
運動 や 操縦 竹 の 限界 と パイ ロッ ト が 
と り ち が えて は な ら な いこ と は も ち 
BAT, その よう な 限界 は も っ と ず 
o WBRERBOLCAICSESCL 
は 言う まで も な い 。 


(REE) 366 TFW HAOR 


F-111F (70-2366). HAE 27Т 
FWOF-111D (68-149)“City of 
Clovis”, 19744108, м1 97 FM 
ズー クス ディ ル 空 軍 基 地 で 撮影 。 


BF-111A/D/E/FNETE 


* = 
(ピトー 菅 を 含む ) 
= 


73ft5.6in/22.393m 
75ft6.5In/23.025m 


BABE 7 U— 8) 


me: 72ft8.0in/22.149m 
= (2:816) 5310 in/19.202m 
(272.5) 31ft11.4in/ 9.734m 
= 17ft10.5in/ 5.449m 
ELA (AA) 97.1in/ 2.481т 
(WAHREN) 94.2in/ 2.392m 
ARM 29ft4.0in/ 8.940m 
TERA йг ж IE) 180.1in/ 4.572m 
ホイ ー ル ベー ス 
хината 
BF-111EZRETE 
EGEE 48,700 Zb/22089.8kg 
RAMANE 78,000 b/35842.5kg 
FARBER 31,500 4b/41503.5kg 
エン ジン 名 称 P&W TF30-P-3 
推力 (A/B 使 用 時 ) 19,60026X2 
RASHER 5,090.9US.Gal./33,092 £b 


マッ ハ 2.5 /50,000ft 


(AIM-9B 装 備 時 ) マッ ハ !.75/50,000ft 
яяя 60,0006 
пие 2,800nm 
WESABE 155—165kt 


BIF-111A 


F-111 シ リー ズ の lo 1 号機 
は 1964 年 10 月 15 日 に 完成 , 同年 12 月 
218, SRB 26° に 固定 し た 
状態 で 初 飛行 に 成功 し た 。 し か し , 
初 飛行 そ 予 定 より 10 日 も 早かっ た 
300, 飛行 試験 に 入っ て か ら の F 
-111A は 空気 取 入 口 と ニン ジン に 重 
大 な 問題 が 現われ , トラ ブル 追求 の 
ER, 第 1 原因 に あげ られ た の が 空 
気 取 入 口 の 設計 で あっ た 。 

この 問題 を ダク ト 面 積 の 増大 と , 
ボー テッ クス ・ ジ ェ ネ レー タ の ダク 
ト 内 へ の 装着 な どの 対策 に より 一 応 
の 解決 を は か る 一 方 , 機体 に 運用 制 
限 (マッ ハ 2.2 高度 69,000ft) を 課 
すこ と で F-111A は 実用 段階 に 直し 
た 。 な お РУПА の 空気 取 入 口 を 
Triple Plow 1 と 呼 . 

装備 エン ジン は , 1 号機 を 含め て 
18 機 作 られ た 開発 試験 揚 は T F30- 
P-1 で あっ た が , 生産 機 で は TF30 
-P-3 (413318, 60010) に 換装 きれ て 
いる 。 そ し て 部 隊 へ の 配属 は 1967 年 
TH, ネバ ダ 州 リス 空軍 基地 の 44 
80TFW を 皮切り に 開始 され , 同年 
10 月 に は 初 の 実 了 部 隊 で ある 474T 
FW が 同じ く ネ リス 空軍 基地 に 編成 
され た 。 

当時 は ベト ナス 職 た け な わ で あ 
b, 1968 年 3 月 に は 474T FW/428 
TFS Det. 1 所 属 の F-111A 6 82, 
運用 試験 を 兼ね て タイ の タク リ 基地 


に 派遣 され た が 。 短期 間 に 3 機 が 事 
METRE, アメ リカ 
ABTS, Knick SER his 
発 , 機体 構 造 に 大 幅 な 改修 を 加え る 
必要 を 生じ た こと な どか ら , 装備 計 
画 の 縮 少 が 実行 きれ , すでに 発注 ず 
SOF-11A 235885, A 1418 
と E 型 94 栓 に ふり 分 けら れ た 。 

teas -111A に 搭載 し て いる 電子 
HR Mk.I シス テム と 呼ば れる 。 


ЕЕ-ША 


F-111A を 改造 し た 戦術 電子 戦 用 
機 。 グ ラマ ン 社 が 開発 を 担当 し て お 
b, 胴体 の ウエ ポン ・ ズ ベイ 内 に モジ 
ュー ル 化 し た ECM 機 器 を 装備 する 
ほか , 胴体 下面 に AN/ALQ-99 の 
アン テ ナ を 収容 し た バル ジジ を 持つ 。 
子 算 で 認め られ た 2 ROJ 
ち 1 機 は , 1976 年 12 月 に 初 飛行 。 
ШЕ-111С 

オォ オーストラ リア 向け 戦闘 電撃 機 。 
1950 年 代 初め 。 オー スト ラリ プア 空 軍 
(RAAF) は 1953 征 以来 使用 し て き 
Xe Y SIRO RR 
て いた が 。 当時 米 空 ・ 海 軍 共 用 の 戦 
DERE LCRA BATHE 
-111A の 転 新 な 構想 に 注目 , 直ちに 
採用 を 決定 し た 。 そ し て F-111A 原 
型 機 完成 前 の 1963 年 10 月 。 早く も G 
D. ¿LIC 24 機 を 発注 し た 。 

RAAF は 本 機 を 戦闘 機 と いう よ 
りゃ 爆撃 機 的 要素 の 強い 用 途 に 使用 


する 構想 で ちあ っ た こと か ら , Е-111 
C は 基本 的 に は F-111A と 同じ な が 
b, F B-111A の ロン グ ・ ス ペン 主 
a (全幅 21.336m) と 強化 型 の 降着 
装置 が 導入 され て いる ろ 。 そ の 結果 , 
運用 重量 が F-111A よ り も 20 守 増大 
し て 兵 装 搭載 能力 が 強化 され た ほ 
2, 航続 性 能 も 8 多 程 度 の 向上 を 見 
た と 言わ れる 。 

1 号機 は 1968 年 7 月 に 完成 し た 
が , お りか ら 米 空軍 で も 問題 に な っ 
て いた 主翼 構造 の 問題 点 が 解決 し て 
いな いと し て オー スト ラリ ア が 受領 
を 拒否 。 TOREO > TIA 
争 が 続き , 装備 計画 は 大 幅 な 遅 帯 を 
きた すこ と に な っ た 。 こ の た め RA 
AFi}, F-111 配 備 ま で の 穴埋め と 
し て 米 空軍 か ら F-4E 24 hey — 
ス , 1970 年 9 月 か ら 1973 月 6 年 まで 
の 約 3 年 間 使 用 し た 。 

そし て 主 村 キャ リー・ ス ルー 構造 
の 補強 を 実施 し て 問題 を 解決 し た F 
-111C は , 発注 以来 約 10 年 を 経過 し 
た 1973 年 6 月 か らち RAAF へ の 引渡 
し が 始め られ た が , COMIC 
格 は 当初 の 2.4 倍 に 上 昇 し た と 言う 。 

1973 年 6 月 1 日 , 第 1 陣 6 機 が カリ 
フォ ルニア 州 の マク レラ ン 空 軍 基 地 
か らち ハワイ , サモ ア 諸 島 を 経由 し て 
フェ リー され , プ リス ペー ン 近 郊 の 
アン バー レー 基地 に 到着 し た の を 皮 
切り に , 382188: 7 月 27 日 9A 
28 日 , そし て 12 月 4 日 と 。 6 機 ずつ 
3 回 に 分 け て RAAF バ イロ ッ ト の 
手 で フェ リー され , その 装備 を 完了 
Lite 

CHEOMARIRI1—Y A+ BY 
ド 下 州 アン バー レー に 基地 を 置く Ne82 
(CB) ウイング に 配属 され , Mlk 
U №6 San. の 2 個 飛行 隊 を 編成 し 
て いる 。 な お オー スト ラリ ア は , E 
軍機 に は A で 始ま る 的 種 記号 を 与え 
TRY, F-111C は 「A 8」 で ある 。 


モデ ル 名 の 順序 か ら 言 えば F-111 
D が 先 に な る が , 量産 機 は F-111 セ 
MD MICHMo THESH THD, 
KEERDEN S EDO 
OT, TI IEF-IIE>F-111D 
と いう 形 で 述べ る こと に する 。 

FF-111E は 実質 上 , F-111 シ リー 
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ПЕ 


イギリス , 


ズ 中 2 番目 の バー ジョ ン に 該当 する 
機体 で , 初 飛行 は 1970 年 7 Ho 

FF-111 の 開発 に お ける 真 の 雌 問 題 
人 は 空気 取 入 口 の 設計 に 起因 する エン 
ジン ・ ト ラブ ル を いか に 克服 する か 
に あっ た と 言え る ほど , AM, と 
の 問題 に 悩ま され た 。 そ し て F-111 
A で は 。 MOL IMA Y F 
内 へ の ボー テッ クス ・ ジ ェ ネ レー タク 
の 装着 と ダク ト 面 積 の 増大 エンジ 
シン の 改修 な ど に より , 問題 点 を 一 応 
解決 する 一 方 , 最大 速度 を マッ ハ 
2.2, 実用 上 昇 限度 を 60,000ff と す 
る 運用 制限 を 設け る こと で 実用 化 に 
こぎ つけ た 。 

こと れ は いわ ば 本 来 の 性 能 に タ ガ を 
は め て いた わけ で , F-111E で は 運 
用 制限 を 廃 する た め の 積 極 的 な 対策 
が と られ 空気 取 入 口 の 大 幅 な 改 設 
肝 が 実施 され た 。 すなわち, BAN 
入口 の 肢体 側 に ある 境界 層 板 を 除去 
する と と も に , イン テイ ク を 胴体 か 
ら 4in MCRL, A 型 の スラ イド 
式 ナ セル を 固定 する 一 方 。 ダ クト 内 
外 の 圧力 差 に よっ て 自動 的 に 開閉, 
補助 空気 の 流入 を 行なう プロー イン 
・ ド ア を ナセル 側面 に 設け る こと 
T, 高速 城 に お ける コン プレ ッ サ ー 
・ ス トー ル を 防止 で きる よう に な 
りこ こと に 最大 速度 マッ ハ 2.5 を 達 
成 で きる よう に な っ た 。 

この 空気 取 入 口 を Triple Plow 2 
と 呼び 以後 の F-111 シ リー ズ す べ 
て と HB-111A に 遠 用 され て いる 。 

以上 の 空気 取 入 口 の 改 設計 の ほか 
は エン ジン , 電子 装備 と も に F-111 
A と ほぼ 同じ で , 外形 的 に は 空気 取 
入口 前 方 の 境界 層 板 が 撤去 きれ る と 
と も に , ナセル 側面 に プロ ー イ ン ・ 
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アッ パー ヘイ フォ ー ド 基地 所 在 の 20TFW に 配備 され て いる T-111E 


ドア が 新設 され て いる た め , AME 
の 識別 は 容易 で ある 。 

また T.O. 1Е-111Е-505@ С 
よっ て ORC-38) (Quick Reaction 
Contract)ECM プリ スタ ー の 携行 が 
可能 と な り , ECM 能 力 が 強化 され 
た ほか 。 不評 で あっ た 手動 式 スコ ー 
プ ・ カ メラ は T.O.1F-111E-507 
履修 で 自動 化 さ れる な ど ,。 細部 の 改 
造 も 抜か りな く 実 施さ れ て いる 。 

生産 機 数 は A 型 か ら 改造 し た 1 換 
(66-020) SH CHIOMRT, 発注 は 
1967 年 度 10 機 , 続く 1968 年 度 84 機 と 
2 諾 に 分 け て 行なわ れ , これ ら 93 機 
の 大 部 分 が イギリス , アッパー ヘイ 
フォ ー ド 基地 に 所 在 す る 20TFW に 
配備 され た ほか , 少数 が ネリ ス 空 軍 
基地 の 57FWW/422FWS に 所 属し 
て いる 。 


MF-111D 


FF-111A/E の 電子 装備 Mk. IV 
ステ ム を さら に 高度 な Mk. IT シス 
テム に 改め る と 同時 に , F-111E で 
ひと 上 足 先 に 実用 化 さ れ た Triple 
Plow 2 空気 取 入 口 を 導入 し て いる 。 
また エン ジン は F-111A/E の TF 
30-P-3 k D#9 1399 +7 >Z Ú 
た TF39-P-9 (463320, 84016) を 装 
備 。 初 飛行 は 1968 年 12 月 2 В. 

F-111D で 注目 され る の は 何と 言 
っ て も る 電子 装備 の 強化 で , 攻撃 レー 
ダダ は F-111A/E の AN/APO-113 
mb, クラ ッ タ ー に 強く 。 セ ミア ク 
ティ ブ ・ レ ー ダ ・ ホ ー ミ ング の AT 
M-7G ス ペローA AM 運用 能力 を 持 
つ AN/APQ-130 と な っ た ほか 
新しく AN/APN-189 ド ッ プ ラー・ 
レー ダ と NN-16 H-URVEB Ros 


FAINT, 航法 精 諾 が 一 段 と 向上 
し て いる 。 ま た 。 Mk エ シ ス テム で 
は 捕 報 処理 に アナ ログ ・ コ ン ビ ュー 
タ を 使用 し て いた の に 対し , F-111 
D の Mik. 相 シス テム で は IBM 社 の A 
N/AYK-6 デ ジタル ・ コ ンピュータ 
に 改め られ た こと も る 見逃せ な い 。 
その ほか TFR も 新型 の AN/A 
PQ-128 に な っ て お り , AN/AS 
G-23 LCOS に 代 っ て , パイ ロッ 
ト 席 と WS O 席 の 前 方 に SU-46/-47 
HUD が 装備 され て いる 。 
F-111D12 43] 401 機 の 生産 が 見 
込ま れ て いた が , 1968 年 度 発注 の 96 
機 が 生産 され た の み に 終 わり 。 全 後 
が ニュ ー メ キシ コ 州 キャ ノン 空軍 革 
地 の 27TFW に 配備 され て いる 。 


ШЕ-11Е 


下 -111 シ リー ズ の 最終 生産 型 。 初 
飛行 は 1971 年 8 月 。 FF-111D と の 主 
要 な 相違 は エン ジン と 電子 装備 に あ 
b, F-11A/EOT F30-P-3icit 
較 す る と 推力 が 約 25 多 向上 し た TF 
30-P-100 エ ンジ ン (А/В ИНЕ 
3125, 00015) の 装備 に より , 離陸 性 
能 。 シン グル ・ エ ンジ ン で の 上 昇 率 , 
ペイ ロー ド , 加速 性 お よび 低空 に お 
ける 最大 速度 な ど , 飛行 性 能 全般 の 
改善 が 見 ち れ る 。 

電子 装備 は F-111D OMk. Y x 
テム より も 簡易 な が ら , 比較 的 高度 
な Mk. TB を 採用 し て いる 。 ま た , 
1970 年 末 に 主翼 ピボット 取付 け 部 に 
ポロ ン ・ エ ポキ ジ 製 の ダ プ ラ を 当て 
る こと で 機 休 寿命 の 延長 を は か る こ 
と が 計画 され , 1971 年 以降 発注 の F 
-111F に 対し て は 生産 ライ ント 上 で こ 
れ が 実施 され た は ほか, TRAN KY Fl 
用 し て F-111 全 機 に 補強 工事 を 実施 
し た 。 

生産 数 は 計 106 MT, 発注 は 1970 
年 度 の 58 機 の ほか 。 1971 年 度 か ら 19 
74 年 度 ま で に 毎年 12 機 づつ , 計 48 機 
が 発注 され て お り , 1974 年 度 の 12 機 
発注 を も っ て 米 空軍 の F-111 装 備 計 
画 は 完了 し た 。 

部 隊 配 属 は 1971 年 9 月 20 日 。 ア イ 
ダ ホ 州 マウ ン テ ン ・ ホ ー ム 空軍 基地 
の 374TFW/391TF 5 に 配備 され 
た の を 皮切り に 始ま っ た が , 後 に 366 
TFW に 移管 に な っ た 。 


(P.43) 


F-111F 


(P.46) 


A F-IIIAG% | 4063-9766) 
内 側 上 方 の コー 
‚ 速度 と 
Е 気流 て 自動 的 に 前 後 
に スラ イド し ,。 取 入口 面積 を 変化 さ 
方 。 環状 部 分 も 低速 時 や 地上 
時 に は 。 写真 の よう に 前 方 に ス 
が 開く よ 
Plow 
F-IIIA と F-111G が この 
F-1IID/E/F お よび FB 


111A で は 空気 取 入 口 の 胸 体 側 に ある 
境界 層 板 を 除去 する と と も に , EM 


取 入 口 を 胴体 か ら 外側 に 苑 し , 環 
部 分 を 固定 し て ブ プロー イン ・ ド ア : 
入口 を 取付 ける 
高度 60,000 


運用 限界 を 廃し 
M2 と 呼ぶ 


< 人 争 部 電源 を 接続 し て 根 器 の 作動 
状況 を テス ト す る F-IIIA の 第 1 号 
(63-7966) (2 1964% 10 


111A(65-5708) „ F-1110) F JRE 


ッ チ が 切れ , APRADAMOR Es. b 
4 ENTES SA 08 E (T (Tag L < 
な り , SAM TREFOIL TUS» SOAR CHS, ERKE 
一 体 と な り , ひと つの デル タ 距 と し て 働き 7997, スラ ッ ト , 
ラ は 作動 し な い 


w トラ クタ ー に 水引 きれ る F-IIA の 第 5 号機 (63-9770)。 ま だ 脱出 
ジュ ー ル は 取付 けら れ て お ら ず , 通常 の 射出 座席 を 赤 備 し で いる が , € 
の 射 田 は 友 有 同時 に 行なわ な けれ ば な ら な い 。 並 列 座席 の 射出 は 安 信 性 
に きわ め て 問題 が 多く , 脱出 モジ ュー ル の 開発 に よっ て よう や く 安 全 な 
並列 宰 座 の 高速 模 の 謎 生 を 迎え た わけ で ある 
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А 左右 の キャ ノ ピ ー・ ハ ッ チ を 開い た まま タキ シン グ す る 474TFW/442TFTS 


の F-IIIA(67-067)。 タ キシ ング の 際 は キャ ノビ ピー・ ハ ッ チ を 閉じ て お く こ と 
が 望ま し い が , 連 度 を 60kt 以 下 に 保つ な ら ば 。 開い た まま で も よい と され て い 
る 。 長い 機 首 と 傾 玄 朋 の 小さ な ウイ ンド ・ シ ー ル ド の 組み 合わ せ は 本 概 の 前 方 
視界 を きわ め て 悪い も の と し て お り 。 パイ ロッ ト の 間 で も 「F-IlI の 前 方 視界 
は あら ゆる 航空 概 の 中 で 最低 」 と 不評 で ある 。 写 真 で も わか る が , Triple Plow! 
g 気 取 入 口 に は プロ ー イ ン ・ ド ア は 設け られ て お ら ず 。 ナセル 前 端 部 を 前 方 
イド させ る こと で , 前 後 ナセル 間 に で きる スリ ッ ト か ら 補 助 空気 の 流入 を 
行なう 。 位 置 灯 は 生 主 畑 端 の ほか グロ ー ブ プ 部 前 縁 に も 取付 けら れ て お り 。 主 臣 
後退 角 に 応じ て それ ぞ れ を 使い 分 ける 。 す な わ ち 。, 後退 名 16: か ら 30" ま で は + 
KHOLDAUML, 後退 角 30 以 上 で は グロ ー ブ 部 の も の を 使用 する 
(Photos 一 一 F.B.Mormilo) 


P 胴体 下面 に AN/ALO-87(V)ECM ポッ ド を 装備 し て 訓練 飛行 に 出発 する 
474TFW/442TFTS の F-1|1A(67-065) 。F-111 は 開発 初期 か ら ECM 対 策 を 考 
慮 に 入れ た 最初 の 米 空軍 戦闘 機 と 言わ れ て お り ,。 パッ シブ な ЕСМ と し て は 前 
う 3 よび 後方 警戒 用 の ALR-4IRHAW ER ЕЗШ LTOS, а bL- Zt 
用 の 積極 的 な ECM 装備 と し て , AN/ALQ-94 お よび AN/ALE 
ィ ス ペン サー を 備え て お り , 胴体 後部 に 装備 され た AN/ALE 
に より チャ フ を 射出 。 ЧИСИ С Y 
る 。 こ の ほか 胴体 下面 2 ヵ所 に AN/ALQ-87(V), AN/A 
ボッ ド を 装着 可 能 で ある が , これ ら の ЕСМ ボッ ド を 携行 する 場 
は マッ ハ 1.3 に 制限 され る 


どの ECM 


最大 速度 


A AN/ALQ-87(V)ECM ポ ボッ ド を 装備 し て ネリ ス 
右側 の ウエ ボン 
装備 し て お り 。ECM ポ ボッ ド の 前 方 に その バル ジ が 見 えて いる 
‚ 必要 


442TFTS の F-111A(67-065) 


体 固有 の 機関 装備 は な い 

に モジ ュー ル 式 の M61A1 機 上 

場合 右側 ウエ ボン ・ ズ ベイ ほじ 
ウエ ボン ・ ベ イ ・ 


リン クレ ス 給 弾 シ ス 


IW 2800584 IR 


PR を 離陸 する 474TF W 
・ ペ イ 内 部 に M61Al パ バル カン 
Flota 
体 右 側 の ウエ ボン ・ ペ ベイ 内 部 
バル カン 砲 を 装着 し た 


応じ て 


装 落 で きる 
この 機関 
ガン と 呼ば れ , 20mm DÍEOMSIA IMBIBE 
最大 携行 弾薬 数 は 2.050 


盤 上 部 の AN/ASG 
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111 Charlie 


< 初 の ミッ ショ ン を 終え て アン バー レー 基地 に 
MAE, F-11IC(AB-140/67-140) の 前 で 教 宜 の 祝 
福 を 受け る 新人 パイ ロッ ト ( 堪 側 )。Triple Plow! 


プロ ー イ ン ・ ド な い 。 オ ー ス トラ リア 空 
押 用 し た F-111G を ひと こと で 説明 する と 「F-Il 

体 な ら び に 用 物 に FB-I1JA の ロン グ ・ ス 
化 型 の 降 落 装置 を 組合 わせ た も の 」』 
脱出 モジ ュー ル を 対人 備 し た F 


ツ を 痛 用 する だ 
社 の テス ト ・ パ イロ ッ ト 
と が ある と 


ン バ パー レー 基地 BT &N0,82(B) ウイ ン 
1I1G(A8-136/67-136 ) 。 ま さ に タッ チ ・ ダ 
の 引込 み 式 
5 か る イル ・ 


кїн 


する と いう の が 着陸 後 の 手順 で , 
走 中 の 方 向 維 持 は 速度 が 50kt まで は ラダ ー を 使用 
AS, 50kt 以 下 で は , AAOEM 0 
= よっ て 行なう 。 な お ステ アリ ング 装置 
に 行き 足 を 止め た 後に エン ジ す る 

(Photos-Inter Air Pre 


А 広大 な アン バー レー 基地 の フラ イト ・ 
No.82(B) 9420 F-111G(A8-146/67-146 
水平 尾 要 に 注意 油圧 ゼロ の 状 


ラ ァ ウラ ー 
分 割 さ れ て いる が , 機構 的 に は 連結 し て お 
動 す る 。 な お フラ ッ プ の 使用 は 後退 廊 26 ま で 
た k 退 胃 26.5 以 上 で は メカ ニカ ル 
ッ プ / ス ラッ ト ・ ハ ンド ル を 固定 する 

ー Photos-Inter Air Pross) 


Y エン ジン を 始動 し た No.82(B) ウ イン グ /No.「Sqn. の F 
(A8-143/67-143). 25 4Zb の Mk.76 訓 練 弾 を 各 6 発 ずつ 
SUU-20A/A ディ スベ ペン サ ー を 装備 し て お り , コク ピッ 
バイ ロッ ト が コ ン 始 動 後 の われ て し 
向け の F-IIIG は 電子 装備 . エ ンジ 含め 基本 的 に は FI 
A に 準じ で いる が , 3 は FB-IIIA と 同一 仕様 の 
も の が 導入 され て お り , 米 空軍 の F- ロ シ 
リー ズ よ り も 2.13m 
化 Y, 最大 離陸 
れ た ほか , 航続 性 能 も 8 92 向上 
性 格 が 濃く な っ て いる 
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А ハワイ の ホノルル 国際 空港 を 離陸 する No 
82(8) 94 72/No.1Sqn.MF-111C(A8-133) 

ウン デル 前 方 に は No.! の スコ ー ド ロ 
EUREMA EER 
いる 。 カ ン ガ ルー の 
し は 胴体 両側 面 の ほか , 写真 で は よく 見 
ARO PEEREM EBERT ROM 4 ヵ所 
に 描か れ て いる 。 な お カン ガル ー は 常に 機体 
方 向 を 向く よう に 描か れ 。 主要 の カン 
ガル ー は すべ て 内 側 に 足 を 向け て いる 。1977 
年 3 月 | 日 撮影 。(Photo-K.Wada) 


Y アン バー レー 基地 の フラ イト 


整備 中 の No.82(B) ウイ ング の F 


・ ラ イン で 


ING. 111 


は 開発 初期 か ら 徹底 し た 撃 備 性 管理 の も と に 


置か れ て きた だ け に 


整備 性 の よさ 


定評 


が ある 。 とりわけ ,。 全体 で 300 ヵ 所 以上 に の 


B-18A ス トラ 


RAT 2: 


ドア お よび パネ ル の ほとん ど 
・ レ ベル に ある た め 。 
ど を 必要 と し な いこ と は 好 
・ ア ラウ ンド の 迅速 さ に 
える 。 前脚 ドア 直前 の 胴 
イク ・ カ メラ が 見 える 。 


Bei А 


に チイ と 


e366 TFWOIYILL® 


"Spirit'76” (70 


UBERRDEF- 
3 SEAT DI Y DIME F-111 
| に 色 ど り を そえ て いる 。 


82 


one 


oe m m = 


5 


12 


13. 
14, 


押 ポ タン 式 エ ン : 警報 灯 


ID RAMA у 
MARIN Z ARIA К. 


スイ ッ チ 
外部 装備 投下 ボタ ン 


Мин, Л, 
・ パ イロ ッ ト 用 ECM 操 作 パ ネル 


AOA( 迎 え 衣 ) イ ン デ クサ ー 


> EUR ЕА 
・ 総 合 温度 計 


詩 臣 後退 お よび フラ ッ プ 
スラ ッ ト 位 置 指示 器 
土 部 警報 警告 パネ ル 
ガン カメ ラ 操 作 ス イッ チ 
IH ミ サイ ル ・ ス イッ チ 
計器 シス テム ・ カ プラ ー 
操作 パネル 


F-111E AIRCRAFT MAIN INSTRUMENT PANEL 


15. ВЕЛИ MC DIRA 

16. BEMERKT NT 
17.LCO8 お よび 操作 パネ ル 
18. 上 郡 警 青 ご 警告 灯 パ ネル 
!9. 徹 合 飛 行 計器 
Шо 

21. E R 382808 

22. 前 脚 操 向 空中 論 油 指 示 灯 
23. 電 波高 度 計 

24. 失速 警 報 灯 

25, 電波 高度 計 低 高度 警報 灯 
26. Ж ЖЧТ. 

271.8 3927 Ah DEI ЗҮН 8 
28, ABR F Ú LATAS 

29. 離 陵 ト リム ・ ボ タン 

30. 右側 主 警告 林 パ ネル 

31. エ ンジ ン 回転 計 


I 


+ 


SS 


DE 


> * 2 ZL EL D 08 
TERN 
36. エ ンジ ン ・ オ イル 圧力 肝 
37. 油圧 圧力 計 
38. オ イル 容量 時 テス ト ・ ポ タン 
39. オ イル 容量 計 
40、 空 中 給油 現 油 口 灯 操作 ノブ 
ALIAS е 2 REITER 
42. 燃 料 容量 計 テ スト ・ ボ タン 
43. 燃 料 容量 計 ( 絶 合計 お よび 

各 タ ンク 別 選 択 可能 ) 
44. 敵 料 容量 計 選 択 ノ プ 
45.TFR ス コー プ ・ パ ネル 
46. 子 備 対 気 速 度 計 


47.BDHI 

( 材 導 方位 ・ 方 位 距 離 指示 器 ) 
48. 真 対 気 速度 計 
49. ЯМЕ 
50. 時 計 
5I.EGM パ ネル 
52.UHF ラ ジオ 操作 パネ ル 
53.Tacan 操 作 パ ネル 
54. 非 常用 脚下 げ ハ ンド ル 
55.RHAW ス コー プ ・ パ ネル 
56. 予備 楽 勢 指示 器 
57. 予 備 高 度 計 
58.RHAW 操 作 パ ネル 
59.A0A イ シン デ ク ザ ー 
60. 攻 撃 レ ヒー ダ ・ ス コー プ 
6 爆撃 航法 装置 操作 パネ ル 
62. RRA NUL 


6 


CREW STATION GENERAL ARRANGEMENT 


тоу КОА 
酸 乗 操作 パネル 
2. 液 体 酸素 容量 計 パ ネル 
、 イ ンタ ー フ ォ ン ・ バ ネル 
4 . 補 助 フ ライ ト ・ コ ント ロー ル ・ 


パネ ル 

5. フ ライ ト ・ コ ント ロー ル ・ 
スイ ッ チ バネ ル 

65. 自動 操縦 装置 ダン パー・ パ ネル 

7.08 

8. ス ロッ トル ・ バ ネル 

9. ス イッ チ ・ バ ネル 

10. 補 助 ゲ ー ジ ・ バ ネル 

11. キ ャ ノビ ピー・ ラ ッ チ ・ ハ ンド ル 

12. 友 計器 盤 

183. ピュ ー・ ミ ラー 


14. キ ャ ノ ピ ー 
15. サ ー マ ル ・ カ ー テ ン 
16. キ ャ ノ ピ ビー 中央 ビー ム 機 醒 


17. 磁 気 コ ン バ パス 

18. 右 計器 盤 

19. 兵 装 操 作 パ ネル 

20. 右 側壁 

2 攻撃 レー ダ 操 作 パ ネル 
22.HF ラ ジオ 操作 パネ ル 

23. スト ライ ク ・ カ メラ 操作 パネル 
24.ECM 操 作 バ ネル 
25.CMRS 操 作 バ ネル 
26.CMDS 操 作 バ ネル 
27.ECM ポ ッ ド 操作 パネ ル 
28.EGM 装 置 破壊 パネ ル 

29. 

30.ILS 操 作 パ ネル 

31. 燃 料 管制 パネル 
32.TFR 操 作 パ ネル 

33. 電 気 系 統 操作 バネ ル 

34. ス コー プ ・ カ メラ 操作 パネ ル 
35. 空調 姜 置 操作 パネ ル 


36.IFF 操 作 パ ネル 

37. 箇 員 モジ ュー ル 射 出 ハン ドル 
38. ア ン テ ナ 過 択 パネ ル 

39. 風防 洗浄 防水 装置 操作 パネ ル 
40. コ ン バ ス 操作 パネ ル 
41. 食 糧 収 納 部 

42. エ ア ・ デ ィ フ ュー ザー 

43. 水 コン テ ナ 

44. 回 路 記 断 器 パネ ル 

45. 降 下 チ ャ ー ト ・ ホ ボルダー 収納 部 
46. 失 内 灯 フ ュー ズ ・ パ ネル 

47. ラ イト 操作 パネル 
48. ユ ティ リティ ー・ 
49. 救 難 キ ッ ト 

50. 降 下 チ ャ ー ト ・ ホ ル ダ ー 収 納 部 
5l, 地 上 点検 用 操作 パネ ル 

52. 食糧 収納 部 

53. リ リー フ ・ コ ン テ ナ 収納 部 
54.WSO 用 G ス ー ツ 操作 パネ ル 


ライ トド 


a 右側 ウエ ボン ・ ペ ベイ 内 に パル カン 砲 を 装着 し 
WSQ@F-111A (66-019)。 


+ AN/AWG-9 FCS を 機 落 レ ド ー ム ご と 取 外 レ だ F-111B (Bu. 
No.151972)。 前 脚 ドア 直前 に | R セ ン サ ー・ ポッ ドガ が 吊 下 され て い 
る 。 胸 体 後 端 部 お よび , その 左右 か ら 後 廊 に 突き 出 だ ス ピー ド ・ バ 
ンプ の 形状 な ど , 空軍 型 と の 華 異 が び う か が ガ え る 。 


F-111B 


ES 


A 27 TFW/523TFS の F-111D (68-093)。 ニ ュー メキ シコ 州 キ ヤ F- 111D 
ノン 空軍 基地 の 27TFW は F-111D を 装備 する 唯一 の 航空 団 で , 指揮 
下 に 522, 523, 524 の 3 個 TFS を 置い て いる 。 


vw 主 世 の 回 転 式 バ イロ ン に Mk.82LDGP の 措 凝 弾 を 各 6 発 ずつ 搭 
載 し だ ADTC ( 兵 装 開発 試験 セン ター) 所 属 の F-111D (68-175)。 

1976 年 8 月 18 日 , カリ フォ ルニア 州 の マフ レラ ン 空 軍 基 地 で 撮影 。 

マク レラ ン に は F- 111 の 後 万 支援 施設 が 設け られ て いる 。 


GENERAL DYNAMICS 
F-111E 
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テキ サ ゼス 州 カ ー ズ ウエ ル 空 軍 基 地 に お ける 340BG 4007CCTS の 
FE-111A (68-248). BEATS 4 in AC REL TAME VE Triple 
Plow 2 空気 取 入 口 の 様子 が よく わか る 。 
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A 20TFW/55TFSOF-111E (68-059). 


| Y SACO MUERES "Giant Voice "74" に 参加 し だ 366T 
Fw の F-111F “Spirit of Mountain Ноте" (71-883). MEIZ 

は アイ ダ タホ 州 を 型 取 っ だ マー ク ガ 描か れ , 星 EH で マウ ン テ ン ・ ホ ー Í 

F-111F ム 空 軍 基 地 の 位置 を 示し て いる 。 | 


AUSSIE WING-SWINGER 


F- 111€ 


» Е-111С (A8-126/67-126) の コ フ ビ ピッ ト 部 フロ ー ズ 
アッ プ 。 天丼 の セン ター ビー ム 機 構 に ヒ ニ 
キャ ン ビ ー・ ハ ツチ 内 側 の 様子 
開閉 は マニ コア ル 廊 式 で 最大 65 
ポイ ズ を 備え て いる だ め 中 間 の 任意 の 位置 に 止め る こと 
も で きる 。 な お , ご の A8-126 は 試験 的 に ポリ カー ボネ ー ーー 
ト 製 風防 と キャ ノン ビー を 装備 し て お り , 風防 下 に 「 整 備 
に は 特別 の 注意 を 要する と 注意 書き され て いる 。 下 の 
写真 は A8-132/67-132 の コ フ ビ ッ ト か ら 見 だ No.82 (B) 
ウイ ング の 列 線 。 (Photos 一 Inter Air Press) 


OF 


. ER 1. 捕 助 フロ ー テ ーション ・ バ ッ グ 用 
. 前 部 電子 機器 室 圧縮 空気 ピン 
KB-18A ス トラ イク ・ カ メラ 2. キャ ノビ ピー・ セ ンタ ー ピ ビー ム 機構 
胞体 編隊 灯 ( 左 右 ) з. NANI 
ウエ ボン ・ ベ イ ・ ガ ン 4. IRR C —Ç 
、 ウェ ポン ・ ベ イ 5. 非常 用 UHF アン テ ナ 
胴体 燃料 タン ク 6. 後部 フロ ー テ ーション ・ バ ッ グ 
後部 電子 機器 室 7. ピッ チ ・ フ ラッ プ 
燃料 圧力 給油 ロア ダブ ター 8. 安定 用 プレ ー キ ・ パ ラ シ ュ ー ト 
). 燃料 系 統 プ リ チ ェ ッ ク 選 択 パ ネル 9. ク イッ ク ・ レ スキ * 
。 空中 給油 受 油 ロ 10. 
. АЙ YR AZ ПА 
. スパ イク 12. 5 
. 衝突 防止 灯 13. 
Fa. к” 1а. 
Е Га йене Н 15. ビル ジ ・ ポ ンプ 
前 方 主 脚 ドア 兼 ス ピー ドブ レー キ 16. 射出 ハン ドル (2 ヵ所) 
I. スト レー キ ( 左 右 2 ヵ所 ) 17- 補助 フロ ー テ ーション ・ バ パッ グ 
|. RAT (Ze) 18: チン ・ フ ラッ プ (2 ヵ所 ) 
Wr 272007 
КВ Crew Module General Arrangement 
АЕ 
| ラダ ー 
. RAT 


AN/AAR-34 IRRS セン サー 


F-111E General Arrangement Diagram 


— 
M= === r= 
=== 


ren 


DETR 1 


U.S, AIR FORCE F-111D 
AF SERIAL NO. 
SERVICE THIS AIRCRAFT 
GRADE JP-4 FUEL OR TYPE-B 
PER-ASTM-D-1063 


Г Prsa 
| > +20. 


DRA BRA > 

(県 ・ 赤 の 場合 も ある ) 
«ш/к 

ALR-41 ア ン テ ナ 用 j 


グリ ー ン FS.34079 


ダリ ー ン FS.34102 


ISIN. 


FB 


テン バー 


10—160 
TH == 


10 


тн 


Лаа 


F-IIIA グ DD グ E グ F ド の 基本 的 な 塗装 は 上 面 が グリ ー ン 
FS.34079/FS.34102 と タン FS.30219 の 3 色 迷 彩 。 下 面 は 
プラ ッ ク FS.37038 と いう も の で , FEHR- 
て いる と ころ か ら も F- 貞 | の 全天候 戦闘 坦 撃 機 と し て の 
性 格 が うか が える 。 初 期 に は 本 機 も 下面 を グレ イ FS.36622 
(BE LTS, ベト ナム 戦へ の 投入 を 契機 に EB-57G, 
АС-47, АС-119, AC-130 ガ ンシップ な どの 夜間 作戦 用 
機 と 同様 黒 塗装 を 施す よう に な っ た も の で ある 。 迷彩 
は , A 型 と り プ E ン F 型 と で は 若干 の 相違 が 見 ら 
こ に 掲載 し た 図 は F-111D プ EF に 用 いら れ 
て いる 標準 的 な パタ ー ン を 示す も の で 。 T.0.1-!-4 に 指 
示し て ある 迷彩 バター ン と は や や 異な る 。 な お , FIA 
に は T.0.!-|-4 指 定 の 迷彩 パタ ー ン が その まま 適用 きれ 
て いる 。 


マー キン グ と し て は , EMITAN FE 52 
オォ オ コ ー ル ・ ナ ン バ ー を 白 で 書く と と も に , 識別 の た め 先 
端 部 に スコ ー ド ロン ・ カ ラー の 帯 を 入れ , MATA 
所 属 航 空 団 の エン プレ ム を 描い て いる 。 また TAC の 指揮 
下 に ある 部 隊 の 所 属 機 で は EMBRCANDI TILA 
が 描か れ て いる 。 国 籍 標識 は 胴体 両側 面 な ら び に 左 主 有 
上 面 の 計 3 カ所 に 描か れ て お り , その サイ ズ は すべ て 直 
径 1!5in- で ある 。 な お , 細部 の 塗装 は 次 の と お り 。 

イン シグ ニア ホワ イト FS.17875 ; METIA, 空気 取 
入口 内 部 , ウエ ポン ・ ベ イ 内 部 = 

イン シグ ニア レッ ド FS.11136 : BAD z h, フラッ 
7, 回 転 式 グ ロー ブ の 内 側 お よび 作動 時 に 赴 出 する 動 腸 
の 断面 部 。 


FB-111A 


a ルイ ジア ナ 州 バ 
参加 し だ 380BW 5288 
1" の ニッ フネ ー ム どおり の, 


va 
111 


Triple Plow 2 空気 取 入 品 


ZITFWRRROF-11D(68- 149). F-1110 EME Z4% 
VEDIA ISIR$f ONTOS, FADE 
輪 は 揃っ て 上 げ 下げ され る 。 そ の た め , 普通 の t 
「 用 下げ ロッ ク 」 を 確認 す 
ッ ト の グリ ー ン ・ ラ ンプ は 前 脚 と 主 脚 の 2 個 し か な く 。 
hree Green" な ら ぬ "Two Green” を コー ル す る 
ジェ ッ ト 戦 開 棋 の タイ ヤ が 高圧 と な り 。 窟 素 売 増 に な っ 
て 久しい が , F-111 は 直径 47In。 タイ ヤ 厚 18im.。 ホイ ー 
MEIN. CWIBARS THI, 空気 も し く は 窒 業 を 計 
め る 。 圧 力 は 重量 に よっ て 異な る が 115 一 175PSI で 。 
F-4 の 300 一 425PSI と 比較 すれ ば , いか に 低圧 で ある か 
が わか る (Photo-Inter Air Press) | 
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F-111 Echo 


F-111 シ リー ズ ・ シ リア ルリ スト 


63-9766. 
65-5701 
66- 011 
67- 


FE-IIIG-GF 67- 125 
68- 085/- 180 1-96 
UIE-CF 67- 115 60 


68- 001/- 084 170 


IIlF:GE 2419 1 
894 59 
1452 71 
73-0707/-0718 83 


p 
З-\!!А-ОЕ 67- 159/- 163 1-5 5 
7192/7196 6-10 5 

68- 239/- 292 11—64 54 
69-6503/-6514 65-76 12 

6515/-6550 36 

76] 

FE-IIIK-GF 67- 149/- 158 10 
68- 181 /- 210 30) 

229/- 238 10, 


53-9783 

8-020 は F-|1IE に 改造 
Wate о ан 

#69-6515/-6550(2 + 


111Е (68-028) 


Sh 


P アッ パー ヘイ フォ ー ド 基地 の 誘導 路 を タキ シン グ す 
る 20TFW/77TFS の FJIIIE(68-064)。 20TFW は TAC の 
理 下 に な い 唯一 の F- I ある 。 従っ て , EM 
尾 思 に は TAO の エン ブレ ム は 描か れ て お ら ず , テイ ルコ 
ー ド と ラジ オォ コー ル ・ ナ シンバ ー の み 白 で 者 か れ て いる 
IIIE の 電子 装備 は AN/ARG- 108UHF 無線 機 、AN 
АВС-123НЕ ЖМИ, AN/ARA-5OUHF-DF, AN/APX 


BAIFF-SIF, AN/ARN-52T wan, AN/ARN-58ILS,AN 
APN-67 電 波高 庶 計 。 AN/APO-IIOTFR, AN/AJO-20 
欄 撃 航法 装置 AN/APQ- 3 攻撃 レー ダ , AN/ASG=23 


LCOS, AN/AIC-25 イ ンタ ー フ ォ ン , お よび AN/URT 
27 非 常用 ラジ オビ ー コ シン ・ セ ッ ト な ど と な っ て お り 
れ ら の 機材 を 総称 し て Mk, 1 シス テム と 呼ん で いる 
Mk 1 シス テム は F- IE の ほぼ か, F-111A/G 
ATHY, F-IIID は さら に 高度 な MkT シ 
て いる (Phote-Official USAF) 


< ウエ ボン ・ ベ ペイ ・ ド ア を 開い た 20TF 
68-036) 。 1972 年 の 
MET, この 当時 , テイ ルコ ー ド は 各 飛 
+ えら れ て お り , 20TFW は JS 
(55TFS),JT(77TFS), JR(79TFS) と 
3 種類 の 異な っ た テイ ルコ ー ド を 使用 し 
て いた が その後 航空 団 別に 統合 する シ 
ステ ム に 改め られ , 現在 は 20TFW 


上 記 3 RT E b UH に 統一 され で 
いる 。 Baar а Е Е MENA 
部 分 が イギリス 、 アッパー ヘイ フォ ー ド 
基地 に 所 在 す る 20TFW に 配属 され て で おり, 


同 航空 団 は USAFE OM 3 航空 軍 の 指揮 
の も と に NATO 軍 の 用 心 棒 と し て 、 ワ ル 
シャ ワ 休 約 加盟 園 に 明 な を きか せ て いる 
20TFW が F-100 に か わっ ШЖ] 


CARMA U ?- Qy (4 1970s 9 月 12 日 の こと 
HA 9102 BIRO 197156 7 月 29 
日 , ヨー ロッ パ に 展開 する 唯一 の F- 111 
航空 団 と し て の 編成 を 完了 し た 
(Photo-Inter Air Press) 


А ネリ ス 
BIETE 
な っ て いる 

も 華 ね 備え て お り , 
СЕЗ を し て 主 脚 が 上 げ 
場合 は スピ ー ド ・ プ レー キ と し て の み 働 


で 下がる 。 な お スピ ー ド ・ 
ベイ ・ ド ア を 開く と 。 パ フェ ッ テ 
め 禁 止 さ れ て いる 。(Photo 一 F.B. Mormillo) 


F-111 Foxtrot | 


Y TF30-P-100 エン ジッ 
they DEIA 


De MEG. 
付け られ て いる 
ЯЕ 
у, 離陸 性 能 が 改善 され 
f イロ ー ド の 増加 , 
行 性 能 全般 の 向上 を 見 た 
と エン ジン の 換装 で ある 
られ な い 


| 


DMS AMAN 


空軍 基地 に 隣接 し て お り 、 


N シリ ー ズ の 最終 4 
エン ジン は 推力 25,800 zb の TF 30-P-100 を 


CLOSE- 
“Aardvark” 


ЕИ Е + 2 EMI F. ハッチ の 
下部 フレ ー ム に 開閉 用 ラッ チ ・ ハ ンド ル が 見 えて いる 
コク ピッ ト 天 井 の セ ンタ ー ビ ー ム 機構 前 方 に 見 える リ 
グ 状 の レバ ー は リカ パリ ー・ パ ラ シ ュ ー ト の 開 介 ハン ド 
za AMIA L te A 

ー ク 内 部 に は 「EJEGTABLE CREW 
邊 で 注意 書き し て ある の が 読み 取れ る 


MODULE. 


A ECM を は じ め と する 各 竹 の アン テ ナ 類 を 集中 的 に 配 
ПТА の 検 首部 分 る も の だ け で も 
о E p UL Y + ミン グ ( 筒 体側 面 ), 
UHFNo.2/Taoan( 下 面 )、 AN/ALQ-94EG プ 部 
WR) EL, 4 種類 に の ぼる 。 脚 桂 と 前 脚 収 容 部 。 脚 ド 
Prats ASABE MSA TH, M- EDRR E 
Bol pe A 


A Triple Plow ! の 名 で 呼ば れる F-IIIA の 空気 取 入 
その 周囲 気 取 入口 最前 部 に 設け られ た スパ イ 
意 、 こ の スパ イク が 前 後に 移動 する こと に より 
気 取 入 口 の 面積 が 変化 し , 飛行 加 度 に 応じ た 最適 の 空気 
MAMI OND, EWA O EARN し た 
SUU-20A/A ディ スベ ペン サ ー を 装備 し て お り , 安全 ビン 
の 付い た タン ザク が 垂れ 下がっ て いる 


Y FAA の 胴体 右側 f ラダ ー な ら び に 水平 尾 濃 
後 緑 に は スタ ティ ッ ク ・ デ ィ ス チャ ー ジ ャ ー が 取付 けら 
HUT UNH B= E (SHER WEREMA y KIEM E Y 
イル か ら 放 射 さ れる 赤 TRA 
#AN/AAR-34 IRRS が 収まっ て いる 。 ま た 用 
燃料 投 配 ペン ト が 設け られ て お り , この ダン フ 
ント か ら 毎 分 2,300 Lb DIRT EIET E 5 


w 後退 角 I6' の 最前 進 位置 に セッ ト さ れ た 主 商 。 フ ル ・ 
スパ ン に ね わた る ダブ ル ・ フ ァ ウ ラー 型 フラ ッ プ と 主 商 ス 
ラッ ト の 作動 状況 に 注意 。 こ の 写真 で 。 フ ラッ プ の 作動 
時 に フラ ッ プ 前 線 t + 5 kW MOE RUN Me MT 
る た め に 設け られ た ベー ン の 働き が 読み 取れ る 


AT 


>» 1968% 3 A, “Combat Lancer" 作戦 
の ネバ ダ 州 ネリ 基地 か ら タ イ 
の タク リ 甘 地 に 移動 し た 474TFW/428 
TFS Detl の F-IIIA。 す で に 概 体 下面 
は 黒 一 色 に 塗装 され て で て おり, ラダ ー に は 
MEM CS r FOL EMEA TU 
レ ド 直後 の 周 色 が 異な る 部 
分 は , 静電気 防止 準 装 を 施し た ECM ア 
ン テ ナ の 収容 部 で ある 。"“Combat Lan- 

「 作 戦は 本 機 価 計画 の 一 環 と 
し て 行なわ れ た も の で 、 こ の 作戦 に は 474 
TFW/428TFS が 派遣 し た 6 機 の F-11A 
加 Lt 2 Mic 
Wa I MARS TORE 
りか ら , 作戦 は 中 止 に な り 、 残っ 7 
LEEW SRR 


体 は 本 国 に 呼び 


А 夕 式 れ 迫 る タク リ 基 地 の フ ライ ト ・ ラ イ 
ン で 出撃 を 待つ 474TFW/428TFS の F-|11A」 
手前 の 66-096 は Mk.82 ス ネー クア イ 1 ハイ ・ ド 
ラッ グ 糧 弾 12 発 の ほか , 肢体 下面 2 ヵ所 に AN 
ALO.87(V)EGM ポ ッ ド を 玄 備 し て いる 。 中 
は BRU-3A/A ラッ ク 
取付 けら れ た Mk.82 ス ポキ 

ほっ て お り , FAMA k L 
ПЕЦ ЗИ LT, AEri 


EM A zl 
を 残し て 早朝 の タ 


地 に 帰投 し た 474TFW/428TFS の F-IIIA(67 
064)。 ペ トナ ム 戦 に お ける F-I1| の ミッ ショ 

ETT Y SAAR REMAINS (E A E 
で あっ た を 


ほ 用 し て 低 S 
MA, モン + OMA 
き TAME RINT ж, 3 
ОТЫ の うち に 
消え て 行く 。 こ の よう に 。 CAN 
も 超 低 空 で 侵入 、 糧 繋 を 行なう F- を 北 ペ 
トナ ム は "Whispering Death'( さ さや く 死 ) 
と 呼ん で 恐れ た 


A daran 
第 474 野 整備 中 隊 の グラ 
3A A ラ ッ ク に は 5004 


撃 に 備え て 474TFW の F- 目 IA を 整備 
SERT OLOBRU- 
の Mk.82 ス ネー クア イ 1 が 56 発 ず つ 搭載 され 
アイ 1 は Mk.82LDGP に Mk.15 フ ィ 取 
・ ド ラッ グ 坦 弾 で 投下 され る と 尾部 の リ 
に 開き , その IS 


< 1972 9 AK, +) ARMM 27 
it, ンド ・ ク ルー の 誘導 で パー 
・ ス ポッ ト に 向かう 474TFW/428TFS 
の F-!11A。 左右 の キャ ノビ ー・ ハ ッ チ が 開い 
て いる が 。 キャ ノ ピ ー を 開く ( и 
SERATI 2 E Y NADIE AAA 
に し て お か ね ば な ら な い 。1972 年 9 月末, W 
び タ クリ に 派遣 され た 474TFW/428.429TFS 
の F-IIIA ABRIS, タイ に 到着 後 間 も な い 9 
月 28 日 か ら 北 爆 に 参加 し た が , 2 度目 の "9 
出撃 " で また も | 概 が 失 な われ が いて 北 
A KHAIA о0о А ожно к EAR X 
宣伝 され る な ど , と か く 話 題 に は こと 欠か な 
СУКИ AR ME Kaya 
ある ほど で 、1973 年 | ВАЕНИ 
.500 回 出撃 , を の 間 の コン バッ ト ・ 
『 か 0.222 で あっ た 。 と り わ け F-! 
候 能 力 は 優秀 で , 事実 モン スー 
月 末 か ら 翌 年 1 月 まで の 4 ヵ月 

i の は た 


び 立 つ EF - 11A。EB-66E 
害 機 に F-IIIA 
м 機器 


‚ EA-6B の 4 
1 を 補 
152 # 


ンジ ン の お か 
R) と 


戦 担当 員 (EWO) は Mf で ある 
航続 性 能 | 
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кй 
それ に 陸軍 の 要望 も 入れ た 単 
多目的 戦闘 機 開発 計画 
3, шїї, すでに 米 空軍 
計画 。 SOR183 戦闘 機 計画 
せる 方 向 で 幅 体 化 さ れ た ぁ ヵ 
1960 年 7 月 


た ダグ ラメ 


t + 
計画 は 1961 年 4 月 12 日 、 


*6D-1 ミ サイ リア ー 要 
完全 に 代行 する 

F6D-1 は 漠 空 性 能 
30-P-20 A 
AM-N-104 


: 追跡 
多 目 標 同 La 
AAR BH BS 


M-5 бл, 
1966 年 9 月 8 日 に ょ C дан» 
実施 きれ る 有 様 で あっ た 。 それ に も 


Po Tuk pie z 
か ら 。 1968 年 7 月 
x し き 


10 日 。 生産 計 画 


F-111B DRAHE, その 直 
後 の 7 月 28 日 
CVA-43) # 1 


の 1964 年 度 の 5 機 
‚ 65 年 度 4 機 、66 年 度 20 機 , 


70 
開発 


x zx, VG 
-14A ト 
の 開発 の 


も 


ЗНАЕВ LT の 能力 を 秘め た 驚異 の 戦闘 機 


1. 全天候 低 高度 
高速 侵攻 と は ? 

米 空軍 の 航空 機 で 初め て 全 天 師 下 
I に お ける 佐高 度 超 音 速 侵入 ・ 攻 撃 能 
力 を 備え た 〒F-111 の 任 聞 遂行 を 可能 
と し た の は 。 高度 に 自動 化 さ れ た ウ 
ェ ポ ン ・ シ ジス テム で , これ は ほぼ ば 同 
時 期 に 開発 され た 米 空軍 の 亜 音 加佐 
高度 全天候 攻撃 機 A-6A イ ント ルー 
ダー に ほぼ 匹敵 する も の で あっ た 。 

全 天 師 下 に お ける 目標 上 空 侵 入 と 
爆撃, ER すでに 第 二 次 大 戦中 
完成 し た レー タ 爆 撃 技術 で 充分 で 
HSL, 超 音速 飛行 も 1950 年 代 半 ぼ 
に は 日 常 化し て し まっ た 。 そ し て こ 
の 2 つの 能力 を 兼備 する も の に , Й 
えば F-105D が あり , 1960 年 代 に 初 
あめ て 完成 の 域 k 達 し て いる 。 し か 
し , これ を 低 高 度 で 行なう と な る と 
話 は まっ た く 別 問題 と な る 。 

高 高度 に お け る 全 天 侯 侵 入 と 爆 
W, 離脱 は , た と え ぇ 圭 の 存在 に 邪魔 
され る と と は あっ て も , MICMRL 
て 墜落 する こと は な く , WLARO 
存在 を 積極 的 に 利用 し て 迎撃 を 避け 
た と 言っ て よい 。 

し か し 早期 警戒 リーダ, VR 
堆 の 対空 砲火 (AAA), さら に 地 対 
空 ミ サイ ル (S AM) が 実用 化し た 時 
代 に お いて は , 雲 の 利用 も 赤外線 ホ 
ー ミ ング 方 式 の ミサ イル 回 避 ぐ らい 
に し か 役 に 立 た ず , 裸 同然 と な っ 
た 。 城 の 白壁 に 張り つい た 黒 装束 の 
忍者 の ょ よう な も の で , た ち ま ち 弓 矢 


の 的 に な る 。 

こと の 期 に 及 ん で 密か に 侵攻 する た 
め に は 。 地 物 や 山 か げ を 利用 する 以 
外 に 方 法 は な い 。 HURRY VA 
極力 死角 の な いよ うに 配置 は され る 
が , それ で も 水平 線 や 地平 線 の 下 は 
探れ ず , 山 の 陵 線 の 背後 に 対し て は 
CHS. Kr, 対空 火器 の 照準 レ 
ー ダ は 目標 が 背後 に 山 を いた だ い 
て 飛び まわ る と , グラ ウン ド ・ ク ラ 
ッ タ ー で 照準 が 困難 に な る こと が 多 
We 

し た が っ て 防 得 する 側 は , レー ダ 
照 稚 の バッ ク ・ ア ッ プ は いき お い 光 
PRMLESTLICHS. そこで, 
侵攻 する 側 は 夜間 , ERROR 
選ぶ こと I に な り , 全 天 侯 に お ける 低 
高度 侵攻 技術 開発 の 要求 と な り , 大 
MJOB-52G/HHOAN/AS B-16 
ある い は AN/ASB-9A と いっ た 
爆撃 航法 装置 (BNS ; Bombing 
Navigation System) と な っ て 実現 
し た 。F-111 の 運動 性 と 加 度 性 能 に 
合わ せ た BNS は , これ か ら 派 生 し 
た も の で ある 。 


2. 地形 の 利用 


FF-111 の 低 高度 侵入 を 可能 と し た 
技術 的 背景 に は 地形 追従 レー ダ (TF 
R ; Terrain Following Radar) の 
完成 が ある 。 

F-111A/E に は AN/APQ-110 
F-111D/F に は AN/APQ-128 が 
装備 され て いる が , BNS か ら ピ ッ 
Felt, MUMS OME 


よび 高度 変化 率 , 中 央 大 気 デ ー タ 装 
It (CADS ; Central Air Data 
System) ab OMU, MAMMA 
入力 し た 上 で , 処理 結果 を 自動 操縦 
装置 (AFCS ; Automatic Flight 
Control System) に 入力 する こと に 
KD, 初め て 全 天 侯 下 に お ける 佐高 
度 の 高 加 飛行 が 可能 と な る 。 ま た 攻 
撃 に あたっ て は , TFR と 攻撃 レー 
2, ZDE ВМ, 見 越し 計算 光学 
migz (LCOS ; Lead Computing 
Optical Sight) ある い は HUD と 一 
体 化し て , 初め て 有効 な 攻撃 が 可能 
と な る 。 

低 高度 侵攻 を より 確実 に する た め 
із, 速度 と ECM 機 能 が 要求 され 
Bo 速度 が 大 きけ れ ば , それ だ け 奇 
MEAT. AAAPS AM が いか 
に 優れ て いて も , その レー タダ が ウォ 
ー ム ・ ア ッ プ され て お り , ЛАА 
罰 に つい て 初め て 交戦 で きる わけ だ 
DD, 課 環 性 は いつ の 時 代 に も 重要 
で ある 。 

低 高 鹿 の 高 吉 飛行 は 対空 火器 に 
対す る 角速度 と 射程 の 変化 率 を 大 き 
くし , 命中 率 を 低下 させ る 一 方 , A 
AA や S AM も 同志 打ち を 恐れ る た 
DIR GIA ESTA 
う 。 つ まり 高く 打ち あげ た も の は 
た と え 命 中 し な く と も 時 限 装置 等 で 
高空 に ある 間 に 爆 破 処分 し て 無害 化 

(と 言っ て も 破片 が 降り そそ いで 危 
険 性 は 残る が ) する こと が で きる 
が , BEED RMY oTt d DIAL 
分 で きず ROMAN 
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CA 
2. 核兵器 モニ ター お よび 
リリ ー ズ ・ ノ ブ 
3. 核兵器 アー ム ・ ノ プ ブ ・ 
ロッ クレ パー 
・ 枝 兵器 アー ム ・ ノ ブ 


の 上 に モロ に 撃ち 込ま れる こと に た 
る か ら だ 。 

TTFR は 前 方 の 地形 を 進行 方 向 
に 縦断 し た も の を 右側 面 か ら 見 た 形 
式 で E- ディ スプ レー 方式 の 表示 を 
行なう TF モー ド , 自 機 の 飛行 高度 
で 横断 し た も の を PP 1 i に 投影 する 
S IT モー ド , 前 方 の 地形 すべ て 

(も ちろ ん 山 の 彰 後 は タメ だ が ) を 
P P 1 に 投影 する GM モ ー ド の 3 種 
を 適宜 。 レー ダ ・ ス コー プ に 表示 す 
る と と も に , AFCS と 組合 わせ て , 地 
表 と の 高度 療 2001 DENE, 
行 を 自動 的 に 行 な み と と が で きる 。 

RUNDER Th < ote 
谷 を 抜け , штод 
次 の 谷間 に と び 込 むと いう ジェ ッ ト 
・ コ ー ス ター 的 侵攻 は , も は や 人 間 
の 感覚 や 技 偽 で 補正 で きる も の で は 
な く , た だ ひたすら 換 械 を 信用 し 生 
命 を ゆだね る 以外 に 方 法 は な い 。 


3. ペ ネ ト レー ショ ン ・ 
エイ ド 


MOP KOK it F -111O MECHA 
Лоа, 敵 も それ 
な り に 対策 を 打っ て くる 。 そ と で 必 
要 と な る の が ECM。TF-111 で は 。 
と これ を Penetration Aids (HKH 
ЖШ) と 呼ん で いる 。 

ECM に は , 単に 敵 の レー ダ や 赤 
外線 を 探知 し て 英 の 意図 を 知り , 対 
人 策 を 構 じ る た め の パ ッ シ プ な も の 
と , 蔵 の 探知 手段 も し く は 攻撃 手記 
を 積極 的 に 妨害 し て , 敵 を 無力 化す 
る アク ティ ブ な も の と が ある 。 

F-111 で は , 前 者 を RHAW (Radar 
Homing And Warning; レー ダ 
源 所 在 探知 お よび 警戒 ) と いう 狭義 
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RE) СЕЛ, 


の パッ シ プ ECM k IRRSCInfrared 
Receiver Set; IR 探知 装置 ) に 分 
け , 後 者 を CMIDS(Counter Measur- 
es Dispenser System ; KEPI 
布 装置 ) と 狭義 の アク ティ ブ ECM 
と に 分 け て いる 。 

RHAW に は AN/ALR-41 が 使わ 
N, 感知 し た レー ダ 波 を 自動 的 に 
分 株 し , 5 AM 誘導 用 か , AAAM 
Mid») それ と も AL (Airborne 
Intercept ; AAA ЕВ) 用 か 
さら に それ が CW か パル ス ・ ド ッ プ 
ラー 波 か まで 識別 する と と も に , そ 
の 電波 源 の 位置 CEM tr) を 攻 
撃 レ ー ダ の P P I 上 に 表示 する ほか 
AN/ALE-28CMDS に 古 結 され て 自 
動 約 に TEC(Track Breaker Chaff 

5 追跡 ふり 切り 用 チャ フ ), あ る い は 
SPC(Special Purpose Chaff ; 特定 
用 途 の チャ フ ) EMARATES s, 

ー カ か, AN/AAR-34 IRRS は , 
SAM や AAM の 発射 時 に その ロケ 
ッ ト ・ モ ー タ ー か ら 放 射 さ れる 赤 外 
MERATE ` + GeO Mae UM 
T, これ も CMDS Like CHM 
な 赤外線 を 発する フレ アー を 射出 し 


<, TR ホ ー ミ ング 方 式 の S AM や 
AAM を これ に 喰い つか せ , その 間 
に 通 走 を は か る こと が で きる 。 

きら に アク ティ ブ ECM と し て は 
AN/ALO-94 が ある 。 こ れ は 強力 
な 妨害 電波 を 発し て 敵 の レー ダ 目 
つぶ し を 喰わ せる も の だ が , や みく 
も に 発信 する の で は な く , 3 つの バ 
ンド を 使い 分 け , 最も 効果 的 な 妨害 
を 加え る 。 ア タク ティ ブ ECM と し て 
は この ほか , AN/ALO-87, ある 
WIR AN/ALO-101 系 列 の 各種 ポ 
ッ ド を 胴体 下面 2 カ所 に 装着 で きる 


4. 航法 お よび 爆撃 


St, Abs らむ よう な 全 天 侯 で 
DEMAS), 目標 に 正確 に 
到達 で き て 初め て 意 庶 が ある 。 そ の 
航法 の 中 心 と な る の が BNS と 攻撃 
レー ダ で ある 。 

BNSi}, F-111A/E は AN/A 
J Q-20A, DR アナ ログ 慣性 航法 
装置 を 搭載 し て い る が, Е-111р/ 
ド で は これ を AN/AYK-6 デジ タ 
ル ・ コ ンピュータ で 処理 し て いる 。 

AN/AJ Q-20A は ビッチ, ロー 
Mr Ий, MELE, ЯНЫШ 
の 方 位 成分 を 算出 する スタ ビラ ィ ズ 
ド ・ プ ラッ ト フ ォ ー ム (S Р), 5 P か 
ら の 各 信 号 と , CADS か ら の 実 速 度 
な ら び 気圧 高度 , 磁 方 位 を 入力 と 
Lo 航法 , V- IR KORFF 
DEWT DREN INC), 
投下 兵器 の 軌跡 と 落下 時 間 を 算出 す 
ДЫШ ШСВ CUAD 
THB OFF НИ + Aida + DERE 
・ 時 間 指 示 装置 (BNDTI ; Bomb 
Nav. Distance Time Indicator)ic. 


表示 する 。 


1. 光学 照準 器 
2. 真 対 気 速度 計 
з. 真 対 気 加 度 セ ッ ト ・ ノ プ ブ 
д. レティ クル 佑 為 指示 器 
5. レティ クル 倍角 セッ ト ・ ノ ブ 
6. 照準 レティ クル ・ ケ ー ジ レバ ー 
が ARAN 

ブラ イト ネス ・ ノ ブ 
в. モー ド 選 択 ノ プ 
9. 照準 レティ クル ・ 

プラ イト ネス ・ ノ ブ 
10. テ スト ・ ス イッ チ 
n. BERRA SAA 
12. 7) toy HERA 


一 方 , 攻撃 レー ダ は 全天候 航法 
対地 攻撃 お よび 空 対 空戦 闘 に 用 いら 
れる も の で , F-111A/E は AN/A 
PQ-113%, また F-111D/F iz, 
AN/APO-130 を 装備 し て お り 。 
WS O が 操作 に あたる 。 

AN/APQ-1130H4, AIR, 
GND MAN, GND AUTO, 
GND VEL の 4 つの モー ド で 使用 
可能 で , A TR モー ド で は 対空 目 検 
選対 し ペン シル ・ ピ ビー ム の アン テ ナ 
・ バ ター ン で 上 下 2°, 左右 90° の ボッ 
クス ・ ス キャ ン を 行ない , 目標 に ロ 
ッ ク ・ オ ン す る と , COMM - Tite 
お よび 高度 を 測定 し , LCOS に 目標 
まで の 距離 お よび 距離 の 変化 率 を 表 
示す る 。 

一 方 , GND の 各 モ ー ド は レー ダ 
爆撃 に 用 いら れる が , GND MA 
N お よび GND AUTO で は PP 
IVC IR DEL, 地形 の 方 を 
動か す の に 対し ,GND VELt- 
ド で は 地形 を 固定 し BROWER 
その 上 に 描く 。 い ずれ も ファ ン ・ ビ 
ー ム の 乗 直 バ パターン で , 高度 40,000 
ft で は 8~10nm DM AT 
ë, 他 の 擬 器 と 組合 わせ て АПА 
(Airborne Instrument Low Ap- 
proach ; AAA: 2 МЫШ 
A), 高度 補正 , 空 対地 測 忠 , 空 対 
HUMBER LCOS に 表示 す 
る こと と も その 機能 の ひと つ で ある 。 

攻撃 用 と し て は 手動 モー ド の ほか 
AFC-1 (Automatic Frequency 
Control) お よび AFC-2 モー ド が あ 
る 。 こ の うち AF C-1 モ ー ド で は 。 


バン ク ・ 


1 ステ アリ ング ・ バ 
ER. Cys, 
G, グラ イド スロ ー ブ 


し LCOS お よび 操作 バネ ル 


周波 数 を 16.0~16.4GHz の 間 を 自 
動 的 に 走査 し て , 敵 の ECM の 坊 害 
を 受け な い 局 波数 を 自動 的 に 探り 出 
L, 常に 明瞭 な 表示 を 得る な ど , E 
で CM 機能 が 充実 し て いる 。 


5. 戦術 核兵器 と 
その 投下 法 


佐高 度 高速 侵入 を 行なう た あめ に 
は 外部 装備 を 制限 する 必要 が あり , 
ЖЕТИШ, た よう な 状態 で 
は , 速度 も マッ へ 0.8 程度 に 抑え ら 
れる うえ に , せっ か く の TFR に よ 
る 自動 操縦 も バン ク 角 10° 以下 の 大 
まわ り し か で き な く な る 。 

基 も 低 高度 高速 侵入 に 適し た 下 -1 
покй, 股 体 の ウエ ポン ・ ベ イ 
に 1 発 と 現下 に 最大 AITOR 
BAC2, 00016 ФРАЗ, 500 め の B57 ま た 
は 70075 の B61) を 装備 し た 状態 で , 
低空 で も マッ ハ 1.0 LHET, T 
FR も 概 体 強度 の 限界 まで 運動 で き 
Bo 

従来 か ら 核兵器 に 関し て は , [Ж 
爆 何 発 で 日 本 が 滅び る 」 な ど と , と 
か く 弾 頭 殴 力 の み で 説明 され て きた 
が , それ で は 戦術 柱 兵 器 の 説明 は で 
きたな い 。 BERKER, 破壊 する の 
に 多 是 の 通常 兵器 を 必要 と する 大 規 


30miie サ ー ク ル ・ 
ene 


женил — 


コマ ンド ・ ス テア リン グ ・ バ ー 


RALT 4 дао 
AFPUIT + DR 


8, ある い は 堅固 な 目標 を 1 発 で 処 
理 す る た め に 作ら れ た も の で ある 。 
つま り , その 目標 破壊 に 必要 な 揚 数 
を 減ら ちせ ば それ だ け 禁 乾性 が 増し 
攻撃 達成 率 が 高く な る こと を 応用 し 
た も の で ある 。 

初期 の B-47 の 爆弾 倉 か ら 想 像 で 
きる と お り , か つて は 核 爆弾 と は 巨 
大 な も の で , それ を 運搬 する に は 「 超 
TAR) を 必要 と し た 。 し か し 19 
508 FRICIZ2000~1 2001098 ОШИ 
兵器 が 実用 化し , 1960 年 代 に は 実に 
700500 め の も の が 出現 し た 。 た と 
えて 言え ば , 広島 ・ 長 崎 型 原爆 は 5 
トン ・ ダ ンプ に よう や く 積 め る サイ 
ズ で あっ た が , 今や 50015 と 言え ば 
た っ た の 225kg。550cc ОМС 
路地 裏 か 勝手 口 に 配達 で きる サイ 
ズ で ある 。 

また 検 兵器 ほめ っ ぽう クタ フ な た 爆 細 
T, 起爆 装置 の タン ペー 作動 用 に 
NT が 込め られ て は いる も の の # 
全 装 置 が 憎い て いる 間 は , HEAT 
МТА Сф, タン バー は 作動 
27, 校 糞 発 は 起き な い 。 し か も , 
ЗНАМЕНИ < Ho TH 
b, AADORBICEZRD AD, D 
々 トン カチ で た た こう が , た き 火 で 
あぶ ろう が 何事 も 起こ ちな い 。 一 般 
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1 年 兵 装 ステ ーション 
HERES 


Mk-82 50015 GRIESE, 
また は Mk.82LocP 
Mk.82 500% ОРДЕ, 
Mk82LDGP も し < は 
Mk82HD (ハイ ドラ ッ ク ) 


Mk84 2,000 ОРИ 


MII7R ま た は MII7D 
750% 3836 


MINS 3,0001 ОРИ 


ФЕ ШТО ИЕ AT 8 0 HEH, 
これ ら の ほか に も AIM-9B 空 対空 ミサ イル を は 


Ei 
. ISa . 


600Gal AAE L < iE 
600Gal, stim ддм 


じ め 各 種 デ ィ ス え スペンサー 等 を 搭載 可能 で ある 。 
な を なお, 図 中 人 印 は 空 の パイ ロン 取付 け を 要する 
こと を 示し , OP は オプ ショ ン と し て 当 ス テー 


ショ ン に パイ ロン を 装着 で きる こと を 意味 し て 


いる 。 


(ж Виш) 


OREA С k D Ж 
られ る た め , 外部 装備 時 に 運搬 速度 
が 低く 押え られ て いる の と 人 違い, de 
兵器 を 抱え た 場合 は 機体 の 速度 を 目 
いっ ぱい 発揮 で きる 。 

以上 の と と か ら , WHERE 
ИЙИШИНЕ — CA DRS 
や すい 兵器 と な り , F-111 も とこ と れ を 
抱え て 防 狂 の 固い 目標 区 対し, ER 
侯 下 で 低 高 度 ・ 高 速 飛行 で 侵入 し , 
核 攻撃 を 加え る こと に ある 。 

BOMBA OR E СИЕ U, 
地表 爆発 CAA A HAND 
サイ ロ 等 ) ある い は 空中 爆発 (地域 
制圧 都市 攻撃 な ど ) が 選択 され 。 
と れ に 自由 落下 と 制動 投下 の 2 種類 
の モー ド が 組合 わき され て , 計 4 種類 
の セッ ト が 可能 と な る が , FIT 
は これ を ロフ ト 爆 撃 法 。 BPEL 
く は 水平 爆 繋 で 投下 する 。 

OU, 核 爆発 の 関 光 か ら 乗 員 お 
よび 操縦 席 内 部 を 保護 する た め , A 
側 に アル ミニ ュー ム を 燕 着 し た グラ 
ス ・ フ ァ イ バ ー 製 の カー テン を 完全 
に 閉じ る の が 普通 で ある 。 し た が っ 
CHE 200ft の 超 低 空 侵入 も , 目標 
直前 で は , た と え VFR 状 態 の 天 師 
で も 完全 な 盲目 飛行 と な る 。 

通常 核 攻撃 の 目標 は 出撃 前 に 選 
定 さ れ て お り , 攻撃 時 の IP (Initial 
Point ; 参照 地点 ) も 設定 し て ある た 
d, 1 P か ら 有 目標 まで の 距離 と 進入 
MEAS, その 間 の 時 間 が 決定 で き 
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Žo その 値 を DBT(Dual Bombing 
Timer ; 爆撃 用 二 重 秒 時 計 ) に セッ 
ト す れ ば , IE 通過 (これ は 目視 も 
し く は 攻撃 用 レー ダ で 確認 ) 時 に 操 
終 栖 の 武器 投下 ボタ ン を 押せ ば DB 
Тай, 水平 爆撃 の 場合 は 投下 
の タイ ミン グ を ラン プ の 点灯 で 示す 
DOT, 再び 武器 投下 ボタ ン を 押せ ば ぼ 
核兵器 が 投下 され る 。 

また ロフ ト 爆 繋 の 場合 は 。 まず 引 
起こ と し の タイ ミン グ が ラン プ で 示さ 
れ , た だ ち に 4 G 引 起こ し を 行なえ 
ば その 途中 で 投下 の タイ ミン グ が 示 
Sh, そこ で ふた た び 武 器 投下 ボタ 
ン を 押せ ば 核兵器 は 大 き な 放物線 
を 描い て 目標 に 向かう こと に な る 。 

も っ と る, АВОН 2 2 
の 乗員 の 合意 が な けれ ば な ら ず , W 
SO が 計器 盤 の 右 瑞 に ある 核兵器 の 
コン トロ ー ル ・ ペ ネル (DC K-160/ 
A) の 封印 線 を ちぎ り , 核兵器 作動 
ノブ を 回 し て モッ ト す る と 同時 に 。 
パイ ロッ ト ガ が 計器 筑 の 左 形 に ある 
(WS O が いじ れ な いよ うに ) 同意 
スイ ッ チ の 封印 線 を ちぎ っ て 作動 位 
慎 に 入れ な けれ ば , ASRS 
起こ ちな た いよ うに な っ て いる 。 


6. その 他 の 兵 装 


ШААМ 

F-111A/E が 装備 で きる AAM 
RIRA グ 方 式 の A IM-9B 
/E/J サ イド ワイ ンダ ー4 発 だ け で 


ミサ イル に 全 天 侯 能力 が な いた め 。 
本 機 の 全天候 能力 も 抹殺 され る 結果 
と な っ て いる うえ ,。 これ を 携行 し た 
場合 , 最大 速度 は マッ ハ 1.75 に 制限 
され て し まい , WME сіс 
と に 面白 く な いも の と な る 。 一 方 , 
F-111D/F は その 攻撃 レー ダ AN/ 
APQ-130IC に CCW 照射 能力 が あり , 
よう や く を セミ アク ティ ブ ・ レ ー ダ ・ 
ホー ミン グ 方 式 の A 1M-7G ЖИЙ 
で きる よう に な り , 速度 制限 も な く 
全 天 侯 戦 闘 が 可能 と な っ た 。 


muaya 
F-111 に は 本 来 , 固定 武装 は な か 
っ た が . ウエ ポン ・ ペ イ の 右側 半分 に 
スッ ポリ 収まる 20mm M61A1 バ ル 
カン 砲 の モウ ュー ル を 装着 で きる 。 
発射 速度 は 毎 分 6,000 38, 装弾 数 
は 2.050 発 で , 約 2,000 発 が 発射 可 
能 。 た だ し , 発射 の 制限 は +5G か 
5-16, 速度 は マッ ハ 1.6 以 下 高 
度 は 35,000ft 以下 で , 22538 (2.25 
3) の 一 連射 に つき 1 分間 , 400 発 
(4%) の 一 連射 に つき 2.5 分 間 の 
冷却 時 間 が 必要 。 し か も 400 KIAS 
(HERE 400kt) 以下 で は , アフ タ 
バー ナ 使 用 時 に コン プレ ッ サ ー・ ス 
トー ル 発 生 の 可能 性 が あ 0), 300K 
TAS 以下 で は 常に ヒコ ンプ レッサー・ 
スト ー ル の 危険 が ある と いっ た よろ 
к, 制限 の 多い 兵器 で ある 。 


F-111 の 塗装 と 
画 田 村 茂 一 7-20) 


青 地 に 白星 


イノ シシ の 顔 は 黒 , YLEIYERE 


口 の 中 と キバ は 赤 顔 の ディテール は 黒 


周囲 は 黄色 の フチ ドリ 


天馬 は 白 で , 
タテ ガ 三 と 尾 は 黒 


A 366TFWRIRSRARF- | 1F(70-2366) et 
上 面 は グリ ー ン FS.34079 と FS.34102。 な ら び 
(29 7FS.302190) 3 892, 下面 は プラ ッ ク 
FS.37038。 7%) PERM 200% ERLT, 2 
MRA FI HARE MRL, A F L, — ANT 
eR A+ MOS (218 VELER t (= 
тї Ze (ИШИ (RM 20057. REAR FT — 
DDAF Y HEN {4\1 ALTOS ME 
爺 面 の エン プレ ム は 前 方 か ら 389TFS, 3661 FW 
(PRL), 390TFS( 中 央 下 ), 39ITFS の 順に 
MES THY, EAPO MAMTA TT 
と お り で ある 。 こ れ ら エン プレ ム の 配置 は 走 
ATA MATES MN ZOOME RA ARE 2 Y— 
E FTACTICAL AIR COMMAND 1946—1976 
30TH ANNIVERSARY) DBP ZEMI 
に ある < 


出現 の 背景 


1960 年 代 の 初め , 米 空軍 戦略 航空 
軍団 (SAC : Strategic Air Comm- 
and) は 亜 音速 の B-47, B-52 お よ 
U, マッ ハ 2 を 出し た と 言わ れる 超 
TERRA B-58 を 主力 と し て いた 
が , B-47 の 退役 と B-58 の 佐高 度 侵 
攻 能 力 の 不足 , B-52 初期 型 の 老 本 
化 等 の 理由 か ら , 次 代 の 戦略 爆撃 換 
を 模索 し て いた 。 

ノー ス ア メリ カン XB-70 バ ルキ リ 
ー は 高 高 諾 ・ 高 遠島 攻 を 狙っ た も の 
で あっ た が , SAM お よび 早期 警戒 
レー ダ 網 の 発達 。 ICBM の 戦略 化 
T, ІМЕНИН LTO 
開発 中 止 が 決定 され た 。 こ の よう な 
状況 の も と で 有人 爆撃 換 に 残さ れ た 
Ark, 低空 ・ 高 速度 の 全 天 侯 侵攻 の 
み で あっ た 。 

すでに と の こと と は SAC も 承知 し 
て お り , 1950 年 代 後期 IC B-47 各 型 
の 主翼 の 補強 を は か っ て , 低空 高速 
飛行 を 可能 と する 一 方 , B-52G/H 
を 低空 侵攻 を 考慮 し て 設計 し て い 
た 。 ま た 戦 筑 攻 撃 機 と し て 米 海軍 は 
全 天 侯 低 空 侵攻 能力 の あ る A2F-1 
(A-6A) を , また 米 空軍 は 職 術 航空 
軍団 (ТАС; Tactical Air Comm- 
and) 用 に F-111A を 開発 中 で あっ た 
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が , SAC は F-111A の 低空 優 攻 能 
力 に 目 を 着け , これ を 戦略 用 に 改良 
し た も の を FB-111A と し て 開発 す 
る べく , 1962 年 11 月 24 日 , GD. 社 と 
契約 を 交わ し た 。 


開発 の 経過 
G.D. 社 で は F-111A 量 産 先行 機 
の 第 18 号 機 (S/N 63-9783) を 改修 
L, 海軍 用 の F-111B と 同じ TF30- 
P-12 を 搭載 し て FB-111A の 原型 と 
し ,1967 年 7 月 30 日 に 初 飛行 きせ た 。 
費用 対 効 果 理論 を 世界 最大 の 規模 
; アメ リカ 合衆国 の 国防 予算 一 一 で 
KRL, その 目玉 商品 で ある TFX 
ーーF -111 財 画 の 推 進 者 で ある マク 
ナマ ィ ラ 国防 長官 は , 下 -111 の 改良 弄 
で ある F B-111 計 画 に 大 い に 乗り 気 
T, 1965 年 12 月 10 日 に は 17 億 ドル で 
210 機 を 購入 する 計画 を 発表 し , + 
の 2 日 前 に 発注 済み の 1971 会 計 年 度 
中 に B-52C/D/E/F お よび B-58 
A 全 機 を 退役 させ る 計画 の 裏付け と 
し た 。 
生産 機 は 1967 年 度 10 識 , 68 年 度 54 
Ë, 69 年 度 12 機 が 発注 きれ て いた 
が , 1969 年 3 月 19 日 , レア ー ド 国防 
RBIF B-1 AMAR MRE 
に は 不向き だ と し て , 60 機 。 計 4 個 
飛行 隊 に と ど め る 旨 を 発表 し , 同年 


114 3 日 に は AMSA (Advanced 
Manned Strategic Aircraft ; 新型 
ЖАЮ) と し て B-1 の 開発 
の 推進 を 指示 し た 。 


生産 と 部 隊 配 属 


#2082) F B-111A は 1968 年 7 月 13 
日 に 初 飛行 し , 実施 部 隊 に 対し て は , 
1969 年 9 月 25 日 。 テ キサ ス 州 カー ズ 
ウェ ル 空 軍 基 地 の 340B G CHEM 
Shr. SACA AO MR Re 
傾 し た の は , 1962 年 10 月 26 日 に 最後 
の B-58 を 引渡 され て 以来, 7 年 ぶり 
の こと で あっ た 。 

340BG は F B-111A の 導入 を 目 
的 と し て , 1968 年 7 月 2 日 。2AF/ 
19AD (第 2 航空 軍 第 19 航 空 節 団 ) 
の も と に 発足 し た も の で , その 傘下 
їс 4007CCTS を 収め ,15 機 の FB- 
111A を 使用 し て 乗員 の 閥 成 に あ た 
ote LTH 1970 年 1 月 16 日, 
305BW の 最後 の B-58A が 退役 し 
た 。 時 代 が 代わ っ た の で ある 。 

一 方 1970 年 12 月 16 日 に は , ニュ ー 
ハン プシ ャ ー 州 カー ズ ウ ェ ル 空 軍 基 
地 の 509BW( こ れ は 広島 ・ 長 崎 に 尿 
燥 を 投下 し た 509CG の 末 診 で ある ) 
が , SEFO393BS ぉ よび 715B S に 
下 B-111A を 各 15 機 配属 し , 19714 
7 月 に 実戦 任務 に 着き , 1973 年 1 月 
に は 戦力 完成 の 域 に 達し た 。 

引続き , 1971 年 に は 。 ニ ュー ヨー 
ク 州 プラ ッ ツ バー グ 空軍 基地 の 380 
SAW (Strategic Aerospace Wing ; 
戦略 航空 字 宙 団 ) が F B-111 の 受領 
ZBRAL, KTO528B S お よび 529 
BS に 各 15 機 を 配 し た が , 同年 中 に 
380S AW は 380BW と 改称 し た 。 ま 
た 1971 年 12 月 1 日, カー ズ ウ ェ ル 基 
地 の 340BG は 解散 し ,。 CORE Fic 
あっ た 4007CCTS は プラ ッ ツ バー グ 
基地 に 移動 し , 380BW の 指 押下 に 
入っ た 。 

と の よう に F B-111A 装 備 部 隊 が 
米国 東北 部 に 集中 し て 配備 され た の 
は , 大 園 コ ー ス で ヨー ロッ パ に 最も 
近い 基地 に 配 し て F В-11АФ## 
力 の 不足 を いさ さか で も る 補 な お うと 
する 考え に 基 い て いる 。 

また 4201T S の 手 に よっ て 試験 が 
重ね られ て いた AGM-69A (SRA 
M ; Short Range Attack Missile ; 


短 距 離 攻撃 ミサ イル ) は 1972 年 3 月 
4 日, B-52 都 隊 か ら 装備 が 開始 さ 
れ , 続い て F B-111A の 主要 兵 装 と 
し て 戦列 化し た 。 


構造 と 装備 


FB-111A を 一 言 で 述べ れ ば , F 
-111D の 山体 に F-111B の 主翼 を 組 
合わ せ た も の で ある 。 つ まり F-111 
D/E/F で 導入 し た “Triple Plow 2” 
型 空気 取 入 口 を 備え て , 高空 ・ 高 速 
城 で の 飛行 性 能 を 獲得 する と と も に 
F-1BOUYS + AAYOERE 
取付 ける と と に よっ て , アス ペク ト 
EEMU, ые шр ч я 
MULE LD LEWIS DOTS 5. 

た だ し 動力 は TF30-P-7 (推力 
20, 35010) に 換装 され , 電子 装備 は 
F-111DO Mk. ПОФ Mk, TB 
を 搭載 する 一 方 , 通常 兵 装 の 携行 能 
力 向上 の た め , EWE ERO 
BULL, ВИТОША o yt 
強し て いる 。 

Mk. TB ТШШ, 1415 МЕП 
準じ た も の だ が , ドッ プラ ー・ レ 
ー ダ を AN/APN-185 10, 攻撃 シ 
ー ダ を AN/APO-114 に , 電波 高 
度 計 を AN/APN-176 に それ ぞ れ 
換装 し た ほか 自動 天 測 装置 ア スト 
ロ ・ コ ン パ ス を 装備 し て お り , 主 と し 
て 航法 能力 の 向上 が 計ら れ て いる 。 


FB-111A の 兵 装 


HBO DARSE LOM 
兵器 の 搭載 が 可能 だ が , AGM-6IA 
SRAM が 運用 で きる こと と , 通常 兵 
境 搭 載 量 が 増し た ほか は まっ た く F 
MIE MUTHS. Feb RMa 
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カー ズ ウ ェ ル 空 軍 基 地 に お ける 340BG O ЕВ-ША 


42.2, 00015 の B43, 500/0 の B57, 
7000 の B61 の いずれ か を 計 6 発 
まで 搭載 で きる が , これ は F-111A 
/D/E/F と まっ た く 同 様 で , BK 
の ウエ ポン ・ ベ イ に 2 発 。 WFCA 
発 を 装備 する 。 重 量 2.2300% の AGNL 
-69A も 搭載 数 装備 法 と も に 技 操 
弾 と まっ た く 同じ で ある 。 

TOC ERRE RT 
BRETT 同じ 核 爆弾 を 搭載 し て 
いる こと を 示し て お り , すでに 米国 
сйс Cit, BEAMER 
術 用 の 区 別 を し て いな いよ うに 思わ 
れる 。 

いずれ に せよ 。 形 状 ・ 重 硬 が 同じ 
で あれ ば , ЕВ-ША と 下 -111A/ 
D/E/F の 間 で 互換 性 を 持っ て 運用 
で きる は ず で , TBC 
撃 能 力 に お いて は F B-111Ł F-111 
は まっ た く 等 し い 能 力 を 持っ て いる 
と 言っ て よい 。 そ の 差 を あえ て 求め 
る な ら ば , F B-111 の 方 が や や 航法 
精度 が よく , SRAM を 運用 で きる 
点 で あろ う 。 


カー ズ ウ ェ ル 空 軍 革 地 に 持 概 する F B-111A と , MER 


械 装備 時 の 速度 性 能 は F B-111A 
の 方 が 〒F-111D/E/F よ り ひ と まわ 
DEL, ウェ ポン ・ ズ ベイ に 核兵器 を 
収容 し た 状態 で の 最大 運 度 は マッ ペ 
2.2 程度 と 言わ れる 。 も っ と も それ 
は 高度 50, 000ft (15, 000m) 以上 の 
場合 で , FE-111 の 本 領 で ある 地表 
スレ スレ (200 /60m) で 侵攻 する 
場合 は マッ 1.0 程度 で あろ う 。 

am, RE Р-ША/р/Е/Е 
が 内 倒 時 4 個所 の ペイ ロン の に 装 
MIL, 75010 M117 爆弾 な らち ば ME 
R Multiple Ejector Rack ; $3838 
BAR) を 使用 し て , 各 バイ ロン に 
6 発 計 24 発 が 限度 だ が , РВ-ША 
TART 4 カ所 の 固定 バイ ロン に 
¿MERTA CRIA HMTE, Y 
ェ ポ ボン ・ ペ ベイ の 2 発 を 加え て 総計 50 
発 を 携行 で きる 。 

と れ は ペ ト ナ ム 戦 用 lc“Big Belly 
計画 ” で 改造 され る 前 の B-52 各 型 
の M117 HABA A AS 158 ICE I 
する も の で , “Big Belly” 改造 に よ 
っ て も B-52 は 。 M117 な ら 66 発し 
か 搭載 で き な か っ た こと を 考え れれ 
и, HS TCLOMMMOKS EICH 
か され る 。 

まし て や 17 ト ン に お よぶ 爆 装 を し 
た F B-111A が 低圧 タイ ヤ 付 き と は 
Bi, た っ た 2 個 の 主 車 輸 と 小さ な 
前 車輪 で 支え られ て いる こと と を 思 を 
ば , TOLEDVOMKS ABM 
せ ざ る を 得 な た なくなる 。 も っ と も , © 
の よう な 通常 兵器 に よる 重 兵 装 を 行 
な っ た 場合 主翼 の 後退 角 が 制限 さ 
れ , RAWON 5 MBM - 00 
FRR 7413, 兵 装 に よっ て 
は マッ へ 0.8 以 下 に 押え られ る 。 
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米 空軍 に お ける F-111 の 位置 づけ 


全天候 低 高 諾 高速 核 攻撃 機 と いう 
新 し ら カテ ゴリ ー を 自ら 創設 し た 
-111 を 従来 の カテゴリ ー に 分 類する 
と と 自体 に 無理 お ある 。 は た し て F 
-111 を , ZORRA O RR L 2 
な す と と は 妥当 な の だ ろう か て 


F-111 は 戦闘 機 か ? 


WBE LT Е-1П1А/Е を 見 た 
We, その 武装 は A IM-9B/E/J 
4 発 と 20mm パ ルカ ン 砲 に 限定 され る 。 
と れ は F-104 や 玉 -105 と 同じ 1980 年 
PRI 1960 年 代 初期 の BR H 
©, 1970 年 代 の 一 流 戦 闘 機 の 武装 と 
は 言い か ね る 。 

と と に ミサ イル が IR ホー ミン グ 
BRO A IM-9 で は 全天候 性 が な 
<, せっ か く 優 秀 な 攻撃 レー ダ を 持 
っ て いな が ら , 全 天 師 で の ミサ イル 
戦闘 が 行なえ な ら 。 ま し て A IM-9 
装備 時 の 最大 遠 度 が マッ ハ 1.75 と い 
う 制 限 が 加わ る と , せっ か く の 速 度 
tte (FF-111A で マッ ハ 2.2, F-111 
D/E/F で マッ へ ハ へ 2.5) を 充分 に 発 
押 で き な い と と に な る 。AN/AP 
Q-130 攻 撃 レ ー ダ を 備え た F-111D 
/F に いた っ て 。 よう や く セミ ナク 
ティ ブ ・』 ング 方 式 の AAM が 
運用 可能 と な り , 真 の 意味 で の 全 天 
ELA 

ERVGRORAICKD, か な り 
良好 な 格闘 職 能力 を 持つ も の と 思わ 
れる が , ИКО ИМИ Е-14 
A な ど と は 異な り , その 操作 が すべ 
て 手動 で あり , か つ 1G で の 飛行 中 に 

定 き れる た め , お の ず か ら 格 開戦 
中 の 後退 角 変更 の 機会 は 笑 と な り , 
KAMHOVGND) = Twin 


は で き な い も の と 考え られ る 。 
従っ て 以上 の 点 か ら 言 えば F-1 
11 の 空 対空 兵 装 は 」 AMOES y Y 
a CEIC IYER IC MD 
れ た 際 の 抵抗 用 で ,。 ち ょ うど A-』。 
A-7 等 の 空 対空 兵器 と 同等 に 考え て 
よい ので は な ら だ ろう か ? 
F-111 の よう に TFR を 使用 し て 
地表 え レ スレ に 侵攻 し で て くる 高速 機 
ZURMTRELKSICH, 優秀 な 
ルッ ク ・ ダ ウン 能力 を 持つ FC レー 
ダ を も っ て し て も グラ ウン ド ・ ク ラ 
ッ ク ー が 激しく , セミ アクティブ ・ 
レー ダ ・ ホ ー ミ ング 方 式 の ミサ イル 
も 目標 捕捉 が 困難 と な る し , ТКЖ 
ミン グ の AAM は , 地表 か ら の IT 
反射 を 受け て 命中 率 が 低下 する 。 
まし て や 夜間 や 悪天候 時 に は , 要 
撃 横 で は 手 の 出し よう が な い 。 地 上 
レー ダ に よる GC I も 有効 で な ら 。 
か く な る 上 は , MAMAR LO 
すい 海面 上 か 平地 に 追い 込ん で 処置 
する 以外 に 方 法 は な い 。 日 本 の よう 
選 周 胃 が 海 で ある な ら ば それ も で き 
よう が , 陸続き で 侵入 を 受け れ ば 処 
恒 な し で ある 。-111 が 米 本 土 以外 
С, ヨー ロッ パ に 配備 され て いる 
理由 は と と に ある 。 
° 
SÄATF-NEXRZEONNMDO 
系 譜 に 押込 む な ら ば , F-105 の 後継 
機 に あたる と 言え る 。 下 -105 は 米 空 
軍 で 初め て , 当初 か ら 核 攻撃 を 狙っ 
で 設計 され た 機体 で , 昼間 攻撃 用 に 
RES -105B が 開発 され , 次 ら で 
4 ME IC F-105D が 続い た 。 


5 天候 侵攻 を , 佐高 度 で 実施 で 
きる も の と し た の が F-111 で ある 。 


航空 自衛 隊 機 の 塗装 と マー ク ④ 


46 ジェ ッ ト 換 の キャ ノビ ピー・ 
リリ ー ズ アク セス 
ジェ ッ ト 要 の 通常 お よび 非常 用 外 
部 キャ ノ リリ ー ズ アク セス は 
識別 を 容易 に する た め 、 イエ ロー オ 
レン ジ No、506 に 訟 装 さ れ て お り , カ 
=F) yO ko THM SS 
キャ ノビ ピー お よび ハッ チ に は 日 本 語 
と 英語 の 注意 書き を 記入 し て ある 。 
その は ほか 、 位置 を 明確 に する 目的 
で リリ ー ズ テア クセス の 前 方 また は 後 
方 に 大 き な イ エロ ー オ レン ジ の 矢印 


が 描か れ で いる が 。 この 矢印 の 柄 は 
水平 より 45* 上 げ も し く は 下げ の 位置 
と する の が 原則 で ある 。 な お 。 この 
ЖИН ЕМ c + К) әк к 
bis, Hals "RESCUE, 22:62 Mk 
Mi EMTHRENTHS. 


今回 は え ペ ー ス の 都合 上 , その 具 
体 例 を 図示 で き な か っ た の で , RE 
で は 第 501 飛 行 隊 の REF- Ыя 
AS 
ある 。 


áA A ——————— 
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世界 の 傑作 接 1977 年 5 月 号 - 目 次 
特 集 GD.F-111/FB-111 


画 ア ー ト 画 
AARDVARK 


Close-Up Aardvark: 
Air-war in VIETNAM 
EF-111 “Alpha” 
FB-111 Strategic Bomber 
USAF Squadrons ・ 
тй; =m 


a 3 
F-IIIE 5 面 図 (|/I00 ス ター ル ) 32,36 
F- VERADENN 

図面 作 | 


印刷 所 


日 本 アド 
株 式 会 社 Жн 


ти 株 式 会 社 ies 
u u 
вла 文 林堂 1977 年 


REMOTE, пт, юле 
定価 35009 оживео. 


(予約 申込 み に つ いて ) 
Bo pria = Etik Pia, 3 ヵ月 分 960 円 , 
ЖИЛ, LASERS QOPI RHEL) CTs 


前 上 方 か ら 見 た ЕВ-111А„ FB-111 15470 Bei T b о Е 
部 の アス トロ ・ コ ン バ ス 収容 部 が よく わか る 。 後 退 角 26" に セ 
ッ ト さ れ た 主翼 が 弓なり に し な っ て いる が 。 マ ッ ハ 0.8 前 後 の 
巡航 は この 形態 で 行なわ れる 。 写真 の よう に 翼 下 に 外部 載 備 を 
搭載 し て いな い 状 態 で は , f の 変化 が 制限 な く 行 な われ 
骨 音 速 一 超 音速 域 は 45* 一 72. ト さ れる 。 た だ し 後退 名 
を 大 きく する と 。 そ れ だ け 迎 え 角 が 大 きく な る た め 。、20,000ft 
LLET CSE Wiwik E 45° ッ ト し て お く こ と が 望ま し い 。 + 
の 方 が 良好 な 加速 性 を 得 ら れる か ら だ 。 コ クビ ピッ ト 直 後 の 胴体 
上 に 空中 給油 の 錠 油 品位 置 を 示す 目盛 り が くっ きり と 描か れ で 
いる (Phato Official USAF via K,Minoura) 


ЕВ- 7 7 74 


Strategic Bomber 


Ж RINRI TKS TRITT DFB- I ABER (63- 
9783). 4/5 番 ス テー ショ ン (内 側 ) に は AGM-69A SRAM, 3/6 
# (中 間 ) に は 2.000 め 級 の B43 接 爆弾 (また は , そ の 演習 弾 BDU 
-8/8), さら に 2/7 番 (外側 ) に は 600US. Gal. 落 下 増 模 を 装 落 
LTOS. EREM の この 状態 で は 。 速度 は マッ 0.75 
ある い は 350KIAS に 制限 され る が 。 増 筑 と その バイ ロン を 切り 
離せ ば 後退 角 は 54*" ま で 増加 で き 。 マッ ハ 2.5 あ る い は 660KIAS 
に 加速 し て の 侵攻 が 可能 で ある 


kk FB-IIIA (68-248) の 機 首部 分 FB-I11A 
は 防御 火器 を まっ た く 持 た な い 最 初 の 戦 較 坦 届 模 
EM, СОЛОН Se RO) 48 A ANECT D 
の は 全天候 低 高度 高速 飛行 能力 と , 優 れ た ECM で 
ある 。 機 音 側面 の 色 が わり の 部 分 は レー ダ 源 と し 
て の HF, MF, LF 用 レー ダ ・ ホ ー ミ ング の アン テ ナ 
群 で , 機 首 下面 に も AN/ALR-41 バ ッ シ プ ECM, 
AN/ALO-94 ジ ャ マー 等 の アン テ ナ が 鈴なり に な っ 
て いる 


kk 


< 同じ く 68-248 の 尾部 クロ ー ズ ・ ア ッ プ 。 戦闘 
WME (SR SAS RMA OM IMO (FE 
垂 は 速度 350KIAS あ る い は マッ ハ 0.75 以 下 
で 行なわ れる が , 前 方 タン ク か ら の 燃料 移送 が 間 に 
投棄 され る た め , 重心 移動 が 大 
は 主要 後退 角 を 必ず 26* に 戻し て 
お か ね ば な ら な い 


主要 を 最後 退位 置 に セッ ト し た 509BW /393B 
SOFB-111A (68-271)。 BBR REREAD 
け に AN/AAR-34IRRS の セン サー , APIO 
縁 に は AN/ALR-41 RHAW の セン ジェ ッ ト 
排気 口 の 両側 に は AN/ALQ-94 の アン テ ナ が あり , 
後方 に 対す る ECM の 備え は 堅い 。 


А ETC 5. а] ла を 連れ 
-111A の 顔 で は 、 キ ャ ノン ピー が 人 な つっ こい 目 に あたる 。 そ の 
内 側 に は , 桜 爆発 時 の 関 光 か ら 乗 員 お よび コク ピッ ト 内 部 を 保 
護 す る た め に グラ ス ・ フ ァ イ バ ー 製 の 煮 線 防止 カー テン が 備え 
られ て いる 。 カー テン の 外面 に は アル ミ — 5388 U TI 
り , 関 光 を 反射 し て し まう 
柱 兵 器 を か か えて 吉 低 空 を 駆け 抜け る 姿 は 、 ま さ に 仕込 杖 を 
ば さん で 疾走 する 座頭 市 で ある 。 写真 で は 。 Triple Plow2 
胴 側 と 間隔 を あけ て 取付 けら れ た 空気 取 入 口 の 様子 が わか る 


させ る FB 


た 


FB-111A が 銀色 の 目 を ギラ つか せ , 


v ERAN 
で の 全幅 は 70ft 
ほぼ 匹敵 する 


進 位置 に お いた FB-111A (68-248)。 この 状態 
21.336m) も あり , 日 -58 よ り 大 きく , B-66 
LIL, 主翼 後退 時 に は 半分 以下 の 33.11ft(I0. 


338m) £, ほぼ F-105 並 み と な る 。 ШВ DT > — 
ジ に は ほど の 小さ な プロ ファ イル は , レ ー ダ に きわ め て 捕 
RENE, こと に 事 低 空 を 高速 度 で 侵入 し て くる 場合 。 林 
撃 は 非常 に 困 次 と な る 。 ま し て 山肌 に 沿っ て 飛行 され る と , 地 


上 の レー ダ は クラ ッ タ ー が 多 
る 。 これが 有人 機 に よる 
と つの 理由 で ある 


目標 の 正確 な 捕捉 は 困 苑 で あ 
攻撃 の 可能 性 を 今 に 残 し て いる ひ 


A FHAD XI с АЕС АЮ FB-111A 
(68-248). ЗЕ ЛЕ О AN / AR 


部 が よく わか る 。 山 か げ を か すめ 、 
FB-111A と 革 地 と を 結ぶ 通信 は , 回 折 性 が よく , 電 難 層 反 射 の 
利用 で きる HF を 使う 以外 に 方 法 は な い 


=й еншш с 
まれ る 詞 体 側面 の 
BARAK < DAS. MMSE SEO CRAOMRD ITA 
チッ ク で で きた チュ ー ブ 状 の オー バー・ ウ イ ング ・ 

グ に 高圧 空気 を 吹込 み 。 主 愛 を び ) と は さ み 込 む 構造 に な 
っ て いる の が ,。 な ん と な く 動 物 的 な も の を 感じ させ る 


+ バー クス ディ ル 空 軍 基 地 で の 爆 責 航法 競 Giant Voice” 
場 し た 509BW/393BS の FB-111A (68-269). 393BS は 
一 州 の ビー ズ 空 軍 革 地 を 本 抱 と し て いる た め ・ 
Hampshire Special' の マー キン グ が 機 普 
コク ピット 側 面 の エン プレ ム は SAC の も 


側面 に 描か れ て い る 
D, ウエ ボン ・ ベ イ が 開か れ で て いる が 。 その 開 義 速度 限界 は 高 


て も マッ ハ 2.0 の た め , 最大 速度 マッ ハ 2.2 で 
投 弾 時 に は 速度 を 殺す 必要 が ある 。 MACET 
千載 容量 は ,2.0002 級 配 爆弾 ある い は 
て いる 


度 4 
侵入 し て 
時 間 は それ ぞ れ 2.5 秒 。 
SRAM な ら 2 発 ま で 
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Aa エレ メン ト で 飛行 する 474TFW 

428TFS の F-|11A。 RM FO 3 — 6 Ж 
AF a Z (CMk.82LDGP * & 6 発 
ずつ 搭載 、 ウ エボ ン ・ ベ イ 内 に は バル 
カン 砲 が 収容 され て いる 。 ネ バダ 州 ネ 
リス 空軍 基地 を 本 換 と する 474TFW は 
F-I11 に よる 最初 の 実戦 部 隊 で , 同 時 に 
ペ ベト ナム 戦 を 経験 し た 唯一 の F-| 唱 部隊 
で も ある 。 ЖИМ ЕАО 
ライ ト プ ル ー の シェ プロ ン を 配 し た も 
DT, 上 下 に プル ー の フチ ドリ が され 
TULA, (Photo 


neral Dynamics: 


> ネリ ス 空 軍 基 地上 空 を フラ イ バ ズ ス 
する 474TFW の 所 属 機 。 現在 474TFW 
の テイ ルコ ー ド は 「NA」 に され て 
お り , 乗 直 屋 紅 上 部 の スコ ー ド ロン ・ 
カラ ー の 帯 で 飛行 隊 の 識別 を 行なう し 
か な い 。 


W/79TFS の F-IIIE (68-056 

先端 部 は 79TFS の スコ ー ド ロン 
塗ら れ て いる 。20TFW 
(4197147 月 に F-100 か ら F-IIIE に 機種 
改変 を 終了 し て 
する 唯一 の F 
の アッ パ 


いる が , 


1977 年 4 月 に は 。 さ ら に 366TF 
W が ラ ケ ン ヒー スス 基地 に 派遣 され 、 L 
倍増 する 


> 366TFW の F-IIIF(70-2366) 。 こ 
の 機体 は 366TFW 司 令 の 乗 機 で , 胴 
体側 面 に は 366 お よび , その 指揮 下 
に ある 3 個 飛行 隊 , な ら び に 整備 中 
隊 の エン プレ ム が 描か れ て いる 。 こ 
の よう 空 団 司令 の 乗 機 
BBS CY PULA 3 桁 が ] 
る 機体 が あて られ る こと が 多い 
(Photo 一 D.Dranem) 


Y ルイ ジア ナ 州 バー クス ディ ル 空 
軍 基 地 に お ける 366TFW の F-III F 
(71-183). “Giant Voice "74" 参加 
の た め 垂 直 尾 旨 の テイ ルコ ー ド を 消 
L, 代わ り に TAC の エン プレ ム が 太 
きく 描か れ て いる 。 "Gun Fighters” 
と し て 知ら れる 366TFW は , 現在 ア 
イダ ホ 州 の マウ ン テ ン ・ ホ ー ム 空軍 
基地 を 本 損 と し て いる が , 1977 年 4 
月 に は イギリス の ラ ケ ン ヒー ス 基 地 
に 移動 する 予定 で ある 

(Photo— Inter Air Press) 


DES ST 
2FWSOF-111A (66-019 
反射 よ け の た め つ や 消し 風 に 塗ら れ で い 
$, この アン チ グ レ ア 塗装 が 施さ れ で て い 
る の は F-IIIA だ け で ,D/E/F で は 省略 
され て お り 、 迷彩 パタ ー ン も A 型 と D 弄 
以降 と で は 若干 異な る 。 ネ リス 空軍 基地 に 
本 換 を 置く 57FWW は , 戦術 戦闘 機 お よび 
その バイ ロッ ト の 能力 を 最大 限 に 発揮 き 
せる た め の タ クティ クス 開発 。 な ら び に 
新しい 兵 閉 の 開発 / 試験 を 任務 と し て い 
指揮 下 に 64。65, 66, 414 お よび 422 
SO) 5 個 飛 行 隊 が あり ,F-IIIA/E を 
基 す る 422FWS は 本 機 の 戦術 / 運用 試 
その 評価 を 担当 し て 


る 


v474TFW/429TFS の F-IIIA (67-0 
60)。 AME а Ж», 胴体 側面 
に は 429TFS の ニッ ク ネ ー “Black 
Falcons" に ちな む エ ンプ レム が 描か h 
THI), MEM MOE AA 
で ある 。 (Photo—D.Dranem) 
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